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事
実
（
―
|
八
四
項
）

一
九
九
八
年
に
パ
ナ
マ
で
設
立
さ
れ
た

P
e
n
n
Lilac
社
に
よ
り
所
有
さ
れ
、
パ
ナ
マ
の
旗

を
掲
げ
る
石
泊
タ
ン
カ
ー
で
あ
る
。
拿
捕
当
時
、
ヴ
ァ
ー
シ
ニ
ア
G
号
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
法
人

L
o
t
u
s
社
に
よ
り
傭
船
さ
れ
て
い
た
。
同
船
の
船
長
は

一
名
の
乗
組
員
の
う
ち
じ
名
が
キ
ュ
ー
ハ
国
民
、
三
名
が
ガ
ー
ナ
国
民
、

八
月
七
日
、

B
a
l
m
a
r
杜
は
、

B
a
l
m
a
r
社
が
運
航
し
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
の
旗
を
掲
げ
る
四
隻
の
漁
船

(
A
m
a
bミ
[
、

A
m
ミ
ミ
[
[
[
、

R
i
m
b
d
[
]
お
よ
び

R
i
m
ぎ
[
]
]
)
が
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
G
号
か
ら
軽
油
の
補
給
を
受
け
る
契
約
を

L
o
t
u
s
社
と
の
間
に
締
結
し
た
。

二
0
0
九
年
八
月
一
四
日
、

B
a
l
m
a
r
社
の
現
地
代
理
人

BiJagos
は
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
の
排
他
的
経
済
水
域
（
以
下
「
E
E
N
」
)
に
お
い
て
燃
料

補
給
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
許
可
を
求
め
る
書
面
を
同
匡
の
匡
家
漁
業
監
視
管
理
部

(Servic;o
Nacional d
e
 Fiscalizac;ao 
e
 Controlo 
d
a
s
 A
c
 ,
 

tividades 
d
e
 Pesca: 
F
I
S
C
A
P
)

に
提
出
し
た
。
同
日
の
書
簡
に
お
い
て
、

F
I
S
C
A
P
は
Bijagos
か
ら
の
書
簡
の
受
領
を
確
認
し
、
燃

料
補
給
活
動
を
行
う
場
所
の
座
標
と
日
時
を
事
前
に
知
ら
せ
る
こ
と
を
条
件
に
燃
料
補
給
活
動
を
許
可
す
る
と
述
べ
た
。

Bijagos
は
、
同
月
二

0
日

の
書
笥
に
よ
り
、
ヴ
ァ
ー
シ
ニ
ア
G
号
に
対
す
る
燃
料
補
給
を
行
う
場
所
の
座
標
と
日
時
を
F
l
S
C
A
P
に
通
報
し
た
。
同
日
、

F
l
S
C
A
P
は

Bijiagos
に
書
簡
を
送
り
、
そ
の
中
で
、

F
I
S
C
A
P
は
必
要
な
情
報
を
受
領
し
た
が
、
「
燃
料
補
給
を
行
う
船
舶
が
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ

E
E
N
に
お

キ
ュ
ー
バ
国
民
、

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
G
号

(
T
h
e
M¥
 V
 V
i
r
g
m
z
a
 G
)

は

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
G
号
事
件

国
際
海
洋
法
裁
判
所
判
決
、

判

例

研

究

一
名
が
ケ
ー
プ
ベ
ル
デ
国
民
で
あ
っ
た
。
二

0
0
九
年

和

仁

健

太

郎

ー

―1
0
一
四
年
四
月
一
四
日
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政
府
は
、
同
船
が

E
E
N
に
お

―
一
月
五
日
の
命
令
に
よ
り
決
定
の
執
行
停
止
を
命
じ
た
。

1
0
月
二
八
日
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア

G
号
の
所
有
者
は
、

C
I
F

い
て
こ
の
活
動
を
行
う
こ
と
を
適
切
に
許
可
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
さ
ら
に
提
案
す
る

(further
p
r
o
p
o
s
e
s
 that y
o
u
r
 

）
」
、
と
述
べ
た
。
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
は
、
こ
の
書

a
g
e
n
c
y
 certify 
w
h
e
t
h
e
r
 the vessel s
u
p
p
l
y
m
g
 fuel 
1s 
duly authorised for 
this 
operation 

簡
に
対
す
る
返
答
は
受
け
取
っ
て
い
な
い
と
主
張
す
る
の
に
対
し
、
パ
ナ
マ
は
、
八
月
二

0
日
の

F
I
S
C
A
P
書
簡
は
答
弁
書
の
中
で
初
め
て
出
て

き
た
も
の
で
あ
っ
て
そ
れ
以
前
に
は
船
舶
所
有
者
等
に
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
主
張
す
る
。

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア

G
号
は
、
二

0
0
九
年
八
月
二

0
日
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
の

E
E
N
に
お
い
て

R
i
m
ぎ
[
[
お
よ
び

R
i
m
b
d
[
]
]
に
軽
泊
の
補
給
を
行

い
、
ニ
―
日
に
は

A
m
a
bミ
[
[
に
補
給
を
行
っ
た
。
ニ
―
日
一
九
時
、

F
I
S
C
A
P
の
係
官
は
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
沿
岸
か
ら
約
六

0
カ
イ
リ
の
海

域
に
お
い
て
高
速
ボ
ー
ト
で
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア

G
号
に
接
近
し
て
乗
船
し
、
ビ
サ
ウ
港
に
向
け
て
航
行
す
る
よ
う
同
船
の
船
長
に
命
じ
た
。
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ

ア
G
号
と
と
も
に

A
m
a
b
a
l
I
と
A
m
a
bミ
[
]
も
拿
揺
さ
れ
ビ
サ
ウ
港
に
引
致
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
二
隻
は
二
八
日
に
釈
放
さ
れ
た
。

二
0
0
九
年
八
月
二
じ
日
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
の
海
洋
監
視
省
庁
間
委
員
会

(
C
o
m
m
1
s
s
a
o
Internministenal d
a
 Fiscaliza<;ao 
M
a
r
i
t
i
m
a
 
(
C
 

I
F
M
)

は
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
の

E
E
N
に
お
い
て
漁
船
へ
の
許
可
を
構
な
い
燃
料
補
給
を
行
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
職
権
に
よ
り
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア

G

号
お
よ
び
そ
の
貨
物
を
没
収
す
る
決
定
を
行
っ
た

(
0
7
¥
 C
I
F
M
 
¥
0
 
9
)

。
F
I
S
C
A
P
は
八
月
三
一
日
、
書
簡
に
よ
り
こ
の
決
定
を
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア

G
号
の
所
有
者
に
通
知
し
た
。

C
I
F
M
は
九
月
二
五
日
、
こ
の
通
知
に
対
し
船
舶
所
有
者
か
ら
何
の
反
応
も
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア

G
号
お
よ
び
積
荷
を
没
収
す
る
手
続
を
進
め
る
決
定
を
行
っ
た

(
0
9
¥
C
I
F
M
 
¥
0
 
9
)

。

M
決
定
の
執
行
停
止
を
求
め
る
暫
定
措
置
を
ビ
サ
ウ
地
方
裁
判
所
に
求
め
た
。
裁
判
所
は
、

こ
の
決
定
は
上
訴
さ
れ
た
が
、
政
府
が
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア

G
号
を
釈
放
し
た
こ
と
[
後
述
〕
か
ら
ヽ
上
訴
は
審
理
さ
れ
な
か
つ
た
o

ニ
ア
ビ
サ
ウ
財
務
大
臣
は
、
ニ
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア

G
号
〕
の
差
押
え
を
停
止
す
る
裁
判
所
の
命
令
に
か
か
わ
ら
ず
：
・

い
て
取
引
し
た
軽
油
を
使
用
す
る
手
続
を
進
め
る

(
p
r
o
c
e
e
d
to 

る
軽
泊
は
同
船
か
ら
積
み
下
ろ
さ
れ
た

(unloaded)
。

一
月
二

0
日
、
ギ

the u
s
e
 of the 
oil)
」
と
の
決
定
を
行
い
、
こ
れ
に
基
づ
き
同
船
の
積
荷
で
あ

―
二
月
四
日
、
ヴ
ァ
ー
シ
ニ
ア
G
号
の
所
有
者
は
、

C
I
F
M
の
決
定
に
対
す
る
本
案
手
続

を
由
し
立
て
た
（
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
手
続
は
現
在
も
な
お
係
属
中
で
あ
る
）
。

二
0
1
0
年
九
月
二

0
日、

C
I
F
M
は
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア

G
号
の
所
在
が
港
の
海
上
交
通
に
与
え
る
危
険
や
、
同
船
は
パ
ナ
マ
の
旗
を
掲
げ
て
い

（阪大法学） 66 (5-122) 994 [2017.1 l 
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2

受
理
可
能
性
（
九
三
-
1
0
一
項

判
旨
（
八
五
四
五
二
項

る
が
ス
ペ
イ
ン
の
会
社
に
属
す
る

(
b
e
l
o
n
g
s
to 
a
 S
p
a
m
s
h
 c
o
m
p
a
n
y
)

の
で
、
ス
ペ
イ
ン
と
の
友
好
関
係
な
ど
を
考
慮
し
て
、
ヴ
ァ
ー
シ
ニ
ア

G

号
の
釈
放
を
決
定
し
た
。
ヴ
ァ
ー
シ
ニ
ア
G
号
は
修
理
を
受
け
た
後
、
二

0
1
0
年
―
二
月
に
運
航
を
再
開
し
た
。
な
お
、
乗
組
員
は
ビ
サ
ウ
港
に
到

着
し
た
日
（
二

0
0
九
年
八
月
二
二
日
）
か
ら
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
当
局
に
よ
り
旅
券
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
乗
組
員
の
う
ち
一
人
は
、
旅
券
が
返
還

さ
れ
た
後
の
二

0
0
九
年
―
二
月
二
四
日
に
ス
ペ
イ
ン
に
向
け
て
出
国
し
た
。
そ
の
他
の
乗
組
員
の
旅
券
は
二

0
1
0
年
一
月
に
返
還
さ
れ
、
そ
の
う

ち
何
名
か
は
出
国
し
た
が
、
ヴ
ァ
ー
シ
ニ
ア
G
号
が
釈
放
さ
れ
た
二

0
1
0
年
一

0
月
ま
で
船
内
に
と
ど
ま
っ
た
乗
組
員
も
何
名
か
い
た
。

一
年
六
月
三
日
の
書
簡
に
よ
り
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
G
号
に
関
す
る
紛
争
に
つ
い
て
海
洋
法
に
関
す
る
匡
際
連
合
条
約
（
以
下

「
海
洋
法
条
約
」
）
附
属
書
VII
に
基
づ
く
仲
裁
手
続
を
閲
始
す
る
こ
と
を
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
に
通
報
し
た
。
そ
の
後
、
紛
争
は
、
パ
ナ
マ
と
ギ
ニ
ア
ビ
サ

ウ
と
の
特
別
合
意
に
よ
り
国
際
海
洋
法
裁
判
所
に
付
託
さ
れ
た
。

管
轄
権
（
八
五
ー
九
二
項
）

本
件
紛
争
は
、
元
々
は
附
属
書
Vll
に
基
づ
き
仲
裁
に
付
託
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
当
事
者
間
の
特
別
合
意
に
よ
り
当
裁
判
所
に
移
送
さ
れ
た
。
本
件

に
お
け
る
管
轄
権
の
基
礎
は
、
特
別
合
意
、
条
約
第
二
八
六
条
、
第
二
八
七
条
お
よ
び
第
二
八
八
条
な
ら
び
に
裁
判
所
規
程
第
ニ
一
条
で
あ
る
。

パ
ナ
マ
は
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
が
請
求
の
受
理
可
能
性
に
つ
い
て
提
起
し
て
い
る
い
く
つ
か
の
抗
弁
に
つ
い
て
、
特
別
合
意
に
よ
り
受
理
可
能
性
抗
弁

の
提
起
が
徘
除
さ
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
特
別
合
意
の
文
言
は
、
受
理
可
能
性
に
対
す
る
抗
弁
の
提
起
を
排
除
し
て
は
い
な
い
。

パ
ナ
マ
は
、
二

0

（阪大法学） 66 (5-123) 995 〔2017.1〕
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下
す
る
。

(
1
)
真
正
な
関
係

(
g
e
n
u
i
n
e
link) 
(

I

 

0
ニ
ー
一

一
八
項
）

ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
は
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア

G
号
と
パ
ナ
マ
と
の
間
に
真
正
な
関
係
（
海
洋
法
条
約
第
九
一
条
一
項
）
が
存
在
し
な
い
と
し
て
、
請
求
の
受

理
可
能
性
を
争
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
サ
イ
ガ
号
事
件
（
第
二
）
で
裁
判
所
が
述
べ
た
よ
う
に
、
船
舶
と
旗
国
と
の
間
に
真
正
な
関
係
の
存
在
を
求
め

る
条
約
の
諸
規
定
の
目
的
は
、
旗
国
の
義
務
が
よ
り
実
効
的
に
履
行
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
船
舶
の
登
録
の
効
力
を
他

匡
が
争
う
た
め
の
基
準
を
提
供
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
裁
判
所
が
杓
用
可
能
な
情
報
に
基
づ
く
限
り
、
事
件
当
時
パ
ナ
マ
が
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア

G

号
に
対
し
て
実
効
的
な
管
轄
権
と
管
理
を
及
ぽ
し
て
い
た
こ
と
を
疑
わ
せ
る
も
の
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
所
は
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
の
抗
弁
を
却

(
2
)
請
求
の
匡
籍

(nationality
of claims) 
(一

一
九
―
二
九
項
）

ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
は
、
ヴ
ァ
ー
シ
ニ
ア

G
号
に
関
係
す
る
者
の
中
に
パ
ナ
マ
国
籍
を
有
す
る
者
は
一
人
も
お
ら
ず
、

み
に
お
い
て
当
事
者
適
格
を
有
し
な
い
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
サ
イ
ガ
号
事
件
（
第
二
）
に
お
い
て
裁
判
所
が
判
示
し
た
よ
う
に
、
船
舶
は
、
そ
れ

に
つ
い
て
旗
匡
が
負
う
義
務
お
よ
び
そ
れ
に
対
し
て
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
賠
償
を
求
め
る
旗
匡
の
権
利
に
関
連
し
て
、

れ
る
。
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア

G
号
は
―
つ
の
ユ
ニ
ソ
ト
で
あ
り
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア

G
号
、
そ
の
乗
組
員
お
よ
び
貨
物
な
ら
び
に
同
船
の
所
有
者
お
よ
び
そ
の

運
航
に
関
与
し
ま
た
は
利
害
関
係
を
有
す
る
あ
ら
ゆ
る
者
は
、
旗
国
に
結
び
つ
く
―
つ
の
団
体
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
パ
ナ
マ
は
、
海
洋

法
条
約
上
の
権
利
の
侵
害
の
結
呆
と
し
て
そ
れ
ら
の
人
や
団
体
に
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
、
請
求
を
提
起
す
る
資
格
を
有
す
る
。
な
お
、
匡
家
が
そ
の

匡
民
に
つ
い
て
行
使
す
る
外
交
的
保
護
は
、
船
舶
の
運
航
に
関
与
す
る
自
然
人
ま
た
は
法
人
で
あ
っ
て
旗
匡
の
匡
民
で
な
い
も
の
に
生
じ
た
損
害
に
つ

い
て
旗
国
が
行
う
請
求
と
は
区
別
さ
れ
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
所
は
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
の
抗
弁
を
却
下
す
る
。

3

受
理
可
能
性
に
対
す
る
抗
弁

(
1
0
ニ
ー
一
六

0
項）

―
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
と
見
な
さ

パ
ナ
マ
は
外
交
的
保
護
の
枠
組

（阪大法学） 66 (5-124) 996 [2017.1 l 
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4
 ギ

ニ
ア
ビ
サ
ウ
は
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
で
利
用
可
能
な
国
凶
救
済
が
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
と
主
張
す
る
の
に
対
し
、
パ
ナ
マ
は
、
同
国
の
請
求
し
て
い

る
の
が
パ
ナ
マ
自
ら
の
権
杓
の
侵
害
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
本
件
に
お
い
て
匡
内
救
済
完
了
の
原
則
は
適
用
さ
れ
な
い
と
主
張
す
る
。

国
凶
救
済
の
完
了
が
外
交
的
保
護
権
行
使
の
前
提
条
件
で
あ
る
こ
と
は
、
慣
習
国
際
法
の
確
立
し
た
原
則
で
あ
る
。
ま
た
、
他
国
の
違
法
行
為
に
よ

っ
て
請
求
国
が
直
接
に
侵
害
を
受
け
た

(d1rectly
i
n
j
u
r
e
d
)

場
合
に
国
凶
救
済
完
了
の
規
則
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
も
、
国
際
法
上
確
立
し
て
い
る
。

裁
判
所
は
、
パ
ナ
マ
の
請
求
が
、
パ
ナ
マ
の
権
利
の
「
直
接
的
な
」
違
反

(''direct"
violation)

に
関
連
し
て
い
る
か
否
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
本
件
と
同
様
の
状
況
が
問
題
と
な
っ
た
サ
イ
ガ
号
事
件
（
第
二
）
で
は
、
セ
ン
ト
ビ
ン
セ
ン
ト
・
グ
レ
ナ
デ
ィ
ー
ン
が
侵
害
さ
れ
た
と
主
張

本
件
で
違
反
が
主
張
さ
れ
て
い
る
条
約
の
諸
規
定
の
ほ
と
ん
ど
は
、
主
と
し
て
国
家
に
権
利
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
パ
ナ
マ
が
援
用
す
る
規
定

の
中
に
は
船
舶
ま
た
は
人
に
権
利
が
付
与
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
規
定
に
お
け
る
「
船
舶
」
と
い
う
語
は
、
船
舶

の
所
有
者
や
運
航
者
の
よ
う
な
、
当
該
船
舶
に
利
害
関
係
を
有
す
る
者
を
意
味
す
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
請
求
が
国
家
に
対
す
る
侵
害
と
個

人
に
対
す
る
侵
害
の
両
方
の
要
素
を
も
つ
場
合
に
は
、
ど
ち
ら
の
要
素
が
優
越
的
で
あ
る
か

(
p
r
e
p
o
n
d
e
r
a
n
t
)

を
判
断
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。

本
件
で
パ
ナ
マ
が
主
張
し
て
い
る
権
杓
は
、
他
匡
の
E
E
N
に
お
い
て
航
行
の
自
由
を
享
受
す
る
権
利
や
、
沿
岸
匡
の
法
令
が
第
七
三
条
に
従
っ
て
行

使
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
権
杓
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
パ
ナ
マ
に
帰
属
す
る
権
利
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
の
違
反
は
パ
ナ
マ
に
対
す
る
直
接
的
な
侵

害
に
当
た
る
。
船
舶
お
よ
び
そ
の
貨
物
に
利
害
関
係
を
有
す
る
人
や
団
体
に
生
し
た
損
害
に
つ
い
て
の
請
求
は
、
以
上
の
よ
う
な
諸
権
利
の
侵
害
か
ら

生
じ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
匡
内
救
済
完
了
の
規
則
は
適
用
さ
れ
な
い
。
な
お
、
以
上
の
結
論
に
鑑
み
、
当
事
者
が
主
張
し
た
管
轄

の
連
関

(jurisdictional
link)

の
問
題
や
、
匡
内
救
済
の
判
用
可
能
性
お
よ
び
実
効
性
の
問
題
は
、
検
討
す
る
必
要
が
な
い
。

海
洋
法
条
約
第
五
六
条
、
第
五
八
条
お
よ
び
第
じ
三
条
一
項
（
一
六
一
ー
ニ
じ
二
項
）

ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
が
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
G
号
を
拿
捕
・
没
収
し
た
こ
と
に
よ
り
海
洋
法
条
約
に
違
反
し
た
か
否
か
と
い
う
問
題
に
答
え
る
た
め
に
は
、
海

す
る
権
利
の
性
質
を
検
討
し
た
。
本
件
で
も
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
跨
襲
す
る
。

3
)
国
凶
救
済
の
完
了
(
-
三

0

|
―
六
0
項）
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討
し
な
く
て
よ
い
。

燃
料
補
給
は
漁
業
と
直
接
の
関
連
が
あ
る
。

洋
法
条
約
上
、
同
国
が

E
E
N
に
お
け
る
外
国
漁
船
へ
の
燃
料
補
給
を
規
訓
す
る
管
轄
権
を
有
す
る
か
否
か
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。

第
五
六
条
が
沿
岸
国
に
与
え
て
い
る
主
権
的
権
利
は
、

E
E
N
に
お
け
る
天
然
資
源
の
探
査
・
開
発
・
保
存
・
管
理
に
必
要
で
あ
り
そ
れ
ら
に
関
連

す
る
す
べ
て
の
権
杓
を
含
む
。
「
保
存
及
び
管
理
」
と
い
う
表
現
は
、
沿
岸
匡
の
有
す
る
権
利
が
狭
い
意
味
で
の
保
存
を
超
え
る
も
の
を
含
む
こ
と
を

示
唆
す
る
。
第
六
二
条
四
項
が
列
挙
す
る
事
項
を
見
れ
は
わ
か
る
よ
う
に
、
沿
岸
国
が
規
訓
す
る
こ
と
の
で
き
る
活
動
は
、
漁
業
と
直
接
の
関
連
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
燃
料
補
給
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
中
断
な
し
に
海
上
で
漁
業
を
続
け
ら
れ
よ
う
に
な
る
こ
と
を
考
え
れ
は
、

E
E
N
に
お
け
る

E
E
N
に
お
け
る
外
匡
漁
船
へ
の
燃
料
補
給
の
規
制
が
第
五
六
条
で
認
め
ら
れ
た
沿
岸
匡
の
権
限
の
範

囲
内
に
あ
る
と
い
う
こ
の
結
論
は
、
い
く
つ
か
の
匡
際
条
約
や
諸
匡
の
匡
内
立
法
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
裁
判
所
は
、

E
E
N
に
お

い
て
行
わ
れ
る
外
国
漁
船
へ
の
燃
料
補
給
の
規
刷
は
、
第
五
六
条
に
基
づ
き
生
物
資
源
を
保
存
し
管
理
す
る
た
め
に
沿
岸
国
が
と
り
得
る
拮
置
の
中
に

入
る
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
他
の
燃
料
補
給
に
つ
い
て
は
、
条
約
に
従
い
別
の
判
断
が
な
さ
れ
な
い
限
り
、
沿
岸
国
は
規
訓
権
限
を
有
し
な
い
。
な
お
、

ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
は
燃
料
補
給
の
規
制
を
漁
業
関
連
法
令
に
よ
っ
て
行
っ
て
い
る
の
で
、
海
洋
環
境
保
護
の
た
め
の
燃
料
補
給
の
規
制
に
つ
い
て
は
、
検

裁
判
所
は
次
に
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
の
関
連
法
令
が
第
五
六
条
お
よ
び
第
六
二
条
に
適
合
す
る
か
否
か
を
検
討
す
る
。
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
の
関
連
法
令

(
D
e
c
r
e
e
'
l
a
w
 6
ー

A
¥2
0
0
0
お
よ
び

D
e
c
r
e
e
4
 ¥
 96
)

は、

E
E
N
に
お
け
る
漁
業
を
直
接
支
援
す
る
活
動
の
み
を
含
む
よ
う
、
十
分
に
明
確
な
文
言

を
用
い
て
い
る
。
燃
料
補
給
の
許
可
を
構
る
際
に
課
さ
れ
る
手
数
料
の
支
払
い
に
つ
い
て
、
パ
ナ
マ
は
、
こ
れ
が
手
数
料
で
は
な
く
租
税
で
あ
る
と
主

張
す
る
。
サ
イ
ガ
号
事
件
（
第
二
）
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、

E
E
N
に
お
け
る
関
税
法
の
適
用
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
示
し
た
。
裁
判
所
は
こ
の
判

示
を
維
持
す
る
が
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
に
よ
る
説
明
に
艦
み
れ
ば
、
こ
の
手
数
料
は
、
財
政
的
な
利
往
か
ら
賦
課
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
燃
料
補

給
の
許
可
に
関
連
し
て
な
さ
れ
る
役
務
の
対
価
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
は
関
税
法
を

E
E
N
に
拡
張
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
考
え

る
。
以
上
の
理
由
に
よ
り
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
の
法
令
は
第
五
六
条
お
よ
び
第
六
二
条
四
項
に
適
合
し
て
い
る
と
判
示
す
る
。

次
に
、
ヴ
ァ
ー
シ
ニ
ア
G
号
が
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
の
法
令
上
必
要
な
許
可
を
得
て
い
た
か
否
か
に
つ
い
て
、
パ
ナ
マ
は
、
燃
料
補
給
の
場
所
そ
の
他
の

詳
紐
に
関
す
る
合
意
は
陸
上
で
な
さ
れ
、
最
終
的
な
許
可

(
t
h
e
g
r
e
e
n
 light; 
a
u
t
h
o
r
i
z
a
t
i
o
n
)

は
電
話
お
よ
び
無
線
に
よ
り
行
わ
れ
た
と
主
張
す
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ヴァージニアG号事件

る
の
に
対
し
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
は
、
同
国
の
法
令
上
、
漁
船
に
燃
料
補
給
を
行
う
た
め
に
は
書
面
に
よ
る
許
可
が
必
要
で
あ
る
の
に
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア

G

号
は
そ
れ
を
得
て
い
な
か
っ
た
と
主
張
す
る
。
裁
判
所
は
、
提
出
さ
れ
た
証
亮
に
基
づ
き
、
同
船
は
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
の
法
令
上
必
要
と
さ
れ
る
書
面
に

海
洋
法
条
約
第
じ
三
条
一
項
は
、

E
E
N
に
お
け
る
生
物
資
源
に
関
連
す
る
法
令
の
違
反
に
対
す
る
刷
裁
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
が
、
船
舶
の
没

収
に
つ
い
て
は
何
も
定
め
て
い
な
い
。
多
く
の
沿
岸
国
は
、

E
E
N
に
お
け
る
生
物
資
源
の
保
存
・
管
理
等
に
関
す
る
法
令
の
違
反
に
対
す
る
刷
裁
の

―
っ
と
し
て
漁
船
の
没
収
を
定
め
て
お
り
、
第
七
三
条
一
項
は
、
こ
う
し
た
慣
行
に
照
ら
し
て
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
関
連
し
て

裁
判
所
は
、
「
漁
船
の
没
収
は
条
約
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
旗
匡
と
沿
岸
匡
と
の
間
の
判
往
の
均
衡
を
覆
す
よ
う
な
方
法
で
用
い
ら
れ
て
は
な
ら
な

い
」
と
判
示
し
た
富
丸
事
件
判
決
を
参
照
す
る
。
こ
の
問
題
に
関
す
る
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
の
法
令
は
、
違
反
に
対
す
る
刷
裁
に
つ
い
て
当
局
に
柔
軟
性
を

与
え
て
お
り
、
没
収
に
対
し
て
異
議
申
立
て
を
行
う
可
能
性
も
認
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

E
E
N
に
お
い
て
燃
料
補
給
を
行
っ
た
船
舶
の
没
収
を

規
定
し
て
い
る
こ
と
そ
れ
自
体
は
、
第
七
三
条
一
項
に
違
反
せ
ず
、
没
収
が
合
法
で
あ
る
か
と
う
か
は
個
別
の
状
況
に
依
存
す
る
。

本
件
に
お
い
て
、
ヴ
ァ
ー
シ
ニ
ア

G
号
は
書
面
に
よ
る
許
可
を
得
ず
、
ま
た
、
所
定
の
手
数
料
を
支
払
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
法
令
の
深
刻

な
違
反
で
は
あ
る
が
、
他
方
で
本
件
に
お
い
て
は
酌
量
す
べ
き
情
状

(
m
i
t
i
g
a
t
i
n
g
f
a
c
t
o
r
s
)

も
存
在
し
た
。
す
な
わ
ち
、
本
件
に
お
い
て
漁
船
側
の

代
理
人
が
書
面
に
よ
る
許
可
を
構
な
か
っ
た
の
は
、
法
令
の
故
意
の
違
反
と
い
う
よ
り
も
、
代
理
人
と

F
I
S
C
A
P
と
の
間
の
や
り
取
り
に
お
い
て

誤
解
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
本
件
に
お
け
る
船
舶
と
軽
油
の
没
収
は
、
違
反
に
対
す
る
制
裁
と
し
て
も
、
将
来
の
違
反
に
対
す

る
抑
土
と
し
て
も
、
必
要
な
拮
置
だ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
裁
判
所
は
、
第
二
九
二
条
手
続
の
文
脈
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
、
豊
進
丸
事
件
に
お
い
て
、

「
第
七
三
条
二
項
が
定
め
る
要
件
に
よ
れ
ば
‘
[
沿
岸
匡
が
〕
設
定
す
る
保
証
金
は
関
連
す
る
要
因
に
照
ら
し
て
合
理
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
判
示
し
た
。
合
理
性
の
原
則
は
、
第
七
三
条
に
基
づ
く
執
行
活
動
に
一
般
的
に
適
用
さ
れ
る
。
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア

G
号
に
対
し
て
と
ら
れ
た
措
置

は
、
本
件
の
事
情
の
下
に
お
い
て
は
合
理
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

以
上
か
ら
、
裁
判
所
は
、
ヴ
ァ
ー
シ
ニ
ア

G
号
と
同
船
上
の
軽
泊
の
没
収
は
、
第
七
三
条
一
項
に
違
反
し
た
と
判
示
す
る
。

よ
る
許
可
を
得
て
い
な
か
っ
た
と
認
定
す
る
。
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ウ
は
第
七
三
条
三
項
に
違
反
し
な
か
っ
た
と
判
示
す
る
。

ウ
は
同
項
に
違
反
し
な
か
っ
た
と
判
示
す
る
。

海
洋
法
条
約
第
じ
三
条
二
項
、
三
項
お
よ
び
四
項
（
二
じ
三
ー
三
二
八
項
）

パ
ナ
マ
に
よ
れ
ば
、
船
舶
所
有
者
が

D
e
c
r
e
e
,
 
L
a
w
 6ー

A
¥2
0
0
0
第
六
五
条
（
船
舶
の
速
や
か
な
釈
放
に
関
す
る
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
の
法
令
）
の
手
続

を
利
用
し
な
か
っ
た
の
は
、
設
定
さ
れ
る
保
証
金
額
が
零
細
な
船
舶
所
有
者
に
は
納
付
不
能
な
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と

本
件
で
は
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア

G
号
が
没
収
さ
れ
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
匡
内
法
上
科
さ
れ
る
罰
金
は
最
低
で
一
五

0
、
0
0
0
米
ド
ル
、
最
高
で
一
、

0

0
0
、
0
0
0
米
ド
ル
な
の
で
、
保
証
金
額
も
か
な
り
の
高
額
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
保
証
金
額
の
決
定
に
当
た
っ
て
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ

の
権
限
あ
る
裁
判
所
が
保
証
金
は
合
理
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
海
洋
法
条
約
第
じ
三
条
三
項
を
考
慮
し
た
だ
ろ
う
し
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ

ウ
の
裁
判
所
の
決
定
し
た
保
証
金
が
合
理
的
で
な
い
と
考
え
る
な
ら
ば
第
二
九
二
条
に
基
づ
き
手
続
を
開
始
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
船

舶
釈
放
に
関
す
る
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
法
上
の
手
続
が
不
合
理
か
つ
高
額
す
ぎ
て
利
用
し
褐
な
か
っ
た
と
い
う
パ
ナ
マ
の
主
張
に
は
説
得
力
が
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
裁
判
所
は
、
船
舶
お
よ
び
乗
組
員
の
速
や
か
な
釈
放
に
関
す
る
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
の
法
令
は
第
七
三
条
二
項
に
適
合
し
て
お
り
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ

(
2
)
第
じ
三
条
三
項
（
二
九
七
ー
三
一

一
項
）

ヴ
ァ
ー
シ
ニ
ア
G
号
の
乗
組
員
に
対
し
て
と
ら
れ
た
短
期
間
の
移
動
訓
限

(
c
o
n
f
i
n
e
m
e
n
t
)

の
持
置
に
つ
い
て
、
乗
組
員
ら
は
同
船
の
外
に
出
よ

う
と
思
え
ば
い
つ
で
も
出
ら
れ
た
以
上
、
こ
れ
を
拘
禁
と
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
旅
券
の
一
時
的
な
領
置
が
第
七
三
条
三
項
の
意
味
に

お
け
る
拘
禁
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
で
は
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア

G
号
の
乗
組
員
に
拘
禁
刑
は
科
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ

°
 

入っ
7ヽし L

O
 1

)
第
じ
三
条
二
項
（
二
じ
三
ー
ニ
九
六
項

（阪大法学） 66 (5-128) 1000 [2017. 1 l 
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2
)
過
度
の
実
力
行
使
の
主
張
（
三
五

O
I三
六
三
項
）

し
な
か
っ
た
と
結
論
す
る
。

―1
0
条
は

匡
際
法
上
の
諸
要
件
は
、
第

パ
ナ
マ
は
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
が
第

(3)
第
じ
三
条
四
項
（
三
―
ニ
ー
三
二
八
項
）

ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
は
、
旗
国
へ
の
通
報
義
務
を
定
め
る
第
じ
三
条
四
項
は
第
九
一
条
と
併
せ
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
便
宜
置
籍
船
の
場
合
に
は
、
船

舶
と
実
効
的
な
関
係
を
有
す
る
[
旗
匡
以
外
の
〕
匡
が
外
交
的
保
護
権
を
行
使
し
た
時
点
で
[
旗
匡
へ
の
〕
通
報
義
務
が
梢
滅
す
る
と
主
張
す
る
o

同

国
に
よ
れ
ば
、
本
件
で
パ
ナ
マ
ヘ
の
通
報
を
行
わ
な
か
っ
た
の
は
、
ス
ペ
イ
ン
と
キ
ュ
ー
ハ
が
船
舶
所
有
者
と
乗
組
員
に
つ
い
て
直
ち
に
外
交
的
保
護

権
を
行
使
し
た
か
ら
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
た
証
拠
に
基
づ
け
ば
、
パ
ナ
マ
が
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア

G
号
に
対
し
実
効
的
な
管
轄
と
管

理
を
行
使
し
て
い
な
か
っ
た
と
結
論
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
旗
匡
で
あ
る
パ
ナ
マ
に
通
報
を
行
わ
な
か
っ
た
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
は
第
七
三
条
四
項
に
違
反

し
た
と
判
示
す
る
。

海
洋
法
条
約
の
そ
の
他
の
条
項
お
よ
び

S
U
A
条
約
（
三
二
九
ー
四
0
一項）

(
1
)
海
洋
法
条
約
第
一

6
 

1
0
条
お
よ
び
ニ
ニ
四
条
（
三
三
二
三
四
九
項
）

1
0
条
お
よ
び
第
ニ
二
四
条
に
違
反
し
た
と
主
張
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
条
項
そ
の
も
の
に
違
反
し
た
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
条
項
か
ら
抽
出
さ
れ
る
原
則
に
違
反
し
た
と
主
張
し
て
い
る
。
裁
判
所
が
サ
イ
ガ
号
事
件
（
第
二
）
に
お
い
て
示
し
た
一
般

1
0
条
お
よ
び
第
ニ
二
四
条
に
取
り
込
ま
れ
て
は
い
る
が
、
第
七
三
条
一
項
に
従
い
行
わ
れ
る
執
行
活
動
に
も
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
第
ニ
二
四
条
は
、
海
洋
環
境
の
保
護
お
よ
び
保
全
に
関
す
る
執
行
権
限
の
行
使
に
当
た
り
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
第

一
項
に
列
挙
さ
れ
た
五
つ
の
行
為
に
の
み
適
用
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
は
第
一

1
0
条
お
よ
び
第
ニ
二
四
条
に
違
反

裁
判
所
は
サ
イ
ガ
号
事
件
（
第
二
）
に
お
い
て
、
「
実
力
の
行
使
は
可
能
な
限
り
避
け
な
け
れ
は
な
ら
す
、
実
力
の
行
使
が
避
け
ら
れ
な
い
場
合
で

あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
状
況
に
よ
り
合
理
的
か
つ
必
要
な
限
度
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
」
と
判
示
し
た
。
し
か
し
、
本
件
に
お
い
て
当
事
者
が
裁
判
所
に

（阪大法学） 66 (5-129) 1001 〔2017●l〕
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7
 

必
要
は
な
い
。

提
出
し
た
情
報
は
食
い
違
っ
て
お
り
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア

G
号
に
対
し
て
過
度
の
実
力
が
行
使
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
は
な
い
。

(3)
海
洋
法
条
約
第
二
二
五
条
お
よ
び

S
U
A
条
約
（
三
六
四
三
七
七
項
）

一
七
項
で
認
定
し
た
よ
う
に
、
パ
ナ
マ
と
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア

G
号
と

撃
皇
祭
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
も
の
」
な

海
洋
法
条
約
第
二
二
五
条
は
条
約
第
―
二
部
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
よ
り
一
般
的
な
適
用
範
囲
を
有
し
、
第
七
三
条
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
執
行
活
動

に
も
適
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア

G
号
が
ビ
サ
ウ
港
に
引
致
さ
れ
た
際
の
状
況
に
関
す
る
当
事
者
の
主
張
は
対
立
し
て
お
り
、
本
件
に
お

い
て
第
二
二
五
条
の
違
反
が
あ
っ
た
こ
と
は
説
褐
的
に
立
証
さ
れ
て
い
な
い
。

次
に
、

S
U
A
条
約
に
つ
い
て
は
、
同
条
約
第
二
条
が
「
匡
が
所
有
し
又
は
運
航
す
る
船
舶
で
あ
っ
て

ど
を
条
約
の
適
用
対
象
か
ら
除
外
し
て
お
り
、
同
条
約
が

E
E
N
に
お
け
る
沿
岸
国
の
合
法
的
な
執
行
活
動
に
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

(
4
)
海
洋
法
条
約
第
三

0
0
条

（

三

七

八

四

0
一
項
）

ル
イ
ザ
号
事
件
に
お
い
て
裁
判
所
が
判
示
し
た
よ
う
に
、
海
洋
法
条
約
第
三

0
0
条
は
、
そ
れ
自
体
単
独
で
援
用
す
る
こ
と
は
で
き
す
、
条
約
で
認

め
ら
れ
た
権
利
、
管
轄
権
お
よ
び
自
由
が
濫
用
的
に
行
使
さ
れ
た
場
合
に
の
み
適
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、
本
件
に
お
い
て
パ
ナ
マ
は
、
条
約
上
の
特
定

の
権
杓
義
務
に
言
及
す
る
こ
と
な
く
、
第
三

0
0
条
を
単
独
で
援
用
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
で
は
第
三

0
0
条
違
反
の
主
張
に
つ
い
て
検
討
す
る

反
訴
（
四

0
二

四

0
七
項
）

ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
は
、
パ
ナ
マ
が
真
正
な
関
係
の
な
い
船
舶
に
匡
籍
を
付
与
し
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ

E
E
N
に
お
け
る
許
可
を
構
な
い
燃
料
補
給
の
実
行

を
助
長
す
る
こ
と
に
よ
り
、
第
九
一
条
に
違
反
し
た
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
第
一

の
間
に
は
真
正
な
関
係
が
存
在
し
た
の
で
あ
り
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
の
反
訴
に
は
根
党
が
な
い
。

（阪大法学） 66 (5-130) 1002 [2017. l ] 
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本
条
が
規
定
す
る
一
般
規
則
か
ら
逸
脱
す
る
必
要
を
認
め
な
い
。

，
 

を
含
む
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
G
号
の
権
杓
の
侵
害
で
あ
り
、
四
項
の
違
反
は
パ
ナ
マ
の
権
利
を
直
接
に
侵
害
す
る
。

あ
る
。
逸
失
利
益
に
つ
い
て
、
パ
ナ
マ
は
、
船
舶
没
収
と
逸
失
利
益
と
の
間
に
直
接
の
因
果
関
係

(
t
h
e
d
i
r
e
c
t
 n
e
x
u
s
:
 u
n
 lien d
J
r
e
c
t
)

が
あ
る
こ

と
の
立
証
に
失
敗
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
G
号
を
傭
船
し
た
L
o
t
u
s
社
と
の
契
約
は
二

0
0
九
年
九
月
五
日
に
終
了
し
た
が
、
契
約
を
終

了
さ
せ
る
文
書
の
中
で
、
「
当
該
契
約
に
関
し
て
相
互
に
請
求
す
る
も
の
は
何
も
な
い
と
宣
言
す
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
ヴ
ァ
ー

ジ
ニ
ア

G
号
が
拿
揺
さ
れ
た
日
（
二

0
0
九
年
八
月
ニ
―
日
）
か
ら
契
約
終
了
の
日
（
同
年
九
月
五
日
）
ま
で
の
間
に
生
じ
た
逸
失
利
益
、
ま
た
、
契

約
終
了
の
日
の
後
に
生
し
た
逸
失
利
益
を
、
こ
の
契
約
を
根
亮
に
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
次
に
、
二

0
0
九
年
九
月
五
日
か
ら
二

0
1
0
年
十

二
月
（
同
船
が
再
び
運
航
可
能
と
な
っ
た
時
）
ま
で
の
間
に
つ
い
て
は
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
G
号
の
所
有
者
は
、
船
舶
の
速
や
か
な
釈
放
を
求
め
る
ギ
ニ

ア
ビ
サ
ウ
国
凶
法
上
の
手
続
を
利
用
し
な
か
っ
た
の
で
、
パ
ナ
マ
は
同
所
有
者
の
た
め
に
逸
失
利
益
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

三
八
八
、
五

0
六
米
ド
ル
で
あ
っ
た
と
認
定
す
る
。
同
船
の
修
理
費
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
す
べ
て
が
同
船
の
没
収
と
の
因
果
関
係

(
a
c
a
u
s
a
二
ink,

[le] 
lien d
e
 c
a
u
s
a
l
i
t
e
)

を
有
す
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

項
に
お
い
て
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
が
パ
ナ
マ
の
権
杓
を
侵
害
し
た
こ
と
を
宣
言
し
た
た
め
、
こ
の
宣
言
が
適
当
な
賠
償
を
構
成
す
る
。

一
四
六
、

0
八
九
・
八

0
ユ
ー
ロ
で
十
分
で
あ
る
と
考
え
る
。

8
 
賠
償
（
四

0
八
ー
四
四
八
項
）

既
に
認
定
し
た
よ
う
に
、
本
件
に
お
い
て
パ
ナ
マ
は
第
じ
三
条
一
項
お
よ
び
四
項
に
違
反
し
た
。

本
件
に
お
い
て
、
違
法
な
没
収
の
直
接
の
結
果
で
あ
る
の
は
、
没
収
さ
れ
た
軽
泊
の
価
額
に
つ
い
て
の
損
害
・
損
失
と
、
船
舶
の
修
理
費
用
の
み
で

裁
判
所
は
、
提
出
さ
れ
た
証
拠
を
検
討
し
た
結
果
、
没
収
当
時
ヴ
ァ
ー
シ
ニ
ア
G
号
は
五
三
ニ
・
ニ
ト
ン
の
軽
泊
を
積
載
し
て
お
り
、
そ
の
価
額
は

パ
ナ
マ
が
請
求
し
て
い
る
満
足
ま
た
は
陳
謝
に
つ
い
て
、
満
足
は
宣
言
的
判
決
の
形
式
を
と
り
得
る
と
こ
ろ
、
裁
判
所
は
二
七
一
項
お
よ
び
三
三
三

費
用
（
四
四
九
ー
四
五
一
項
）

裁
判
所
規
程
第
三
四
条
は
、
「
裁
判
所
が
別
段
の
決
定
を
し
な
い
限
り
、
紛
争
当
事
者
は
、
各
自
の
費
用
を
負
担
す
る
」
と
規
定
す
る
。
本
件
で
は
、

一
項
の
違
反
は
、
運
航
に
関
与
す
る
す
べ
て
の
者

（阪大法学） 66 (5-131) 1003 〔2〇17.1〕
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⑬ ⑫
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
は
、
条
約
第

⑪ ⑩ ⑨
 
対
九

⑧
 
⑦
 
し
な
か
っ
た
と
判
示
し
（
全
員
一
致
）

⑤
 
⑤
 
④
 
③
 
②
 
①
 
以
上
の
理
由
に
よ
り
、
裁
判
所
は

10 

主
文
（
四
五
二
項
）

裁
判
所
が
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
G
号
に
関
す
る
紛
争
に
つ
い
て
管
轄
権
を
有
す
る
と
判
示
し
（
全
員
一
致
）
、

ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
が
請
求
の
受
理
可
能
性
に
つ
い
て
抗
弁
を
提
起
す
る
こ
と
は
排
除
さ
れ
な
い
と
判
示
し
（
全
員
一
致
）
、

パ
ナ
マ
と
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア

G
号
と
の
間
の
真
正
な
関
係
の
欠
如
を
理
由
と
す
る
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
の
受
理
可
能
性
に
つ
い
て
の
抗
弁
を
却
下
し
（
全

員
一
致
）
、

船
舶
所
有
者
と
乗
組
員
が
パ
ナ
マ
匡
民
で
な
い
こ
と
を
理
由
と
す
る
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
の
受
理
可
能
性
に
つ
い
て
の
抗
弁
を
却
下
し
（
ニ
ニ
対
一
）
、

国
内
救
済
の
未
完
了
を
理
由
と
す
る
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
の
受
理
可
能
性
に
つ
い
て
の
抗
弁
を
却
下
し
(
-
四
対
九
）

ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
は
、
そ
の
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
燃
料
補
給
を
規
制
し
た
こ
と
に
よ
り
条
約
第
五
八
条
一
項
お
よ
び
第
五
六
条
二
項
に
違
反

ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
は
、
ヴ
ァ
ー
シ
ニ
ア
G
号
に
乗
船
し
、
そ
れ
を
検
査
し
お
よ
び
拿
捕
し
た
こ
と
に
よ
り
条
約
第
七
三
条
一
項
に
違
反
し
な
か
っ
た

と
判
示
し
（
ニ
ニ
対
一
）
、

ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
は
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
G
号
お
よ
び
同
船
上
の
軽
油
を
没
収
す
る
こ
と
に
よ
り
条
約
第
七
三
条
一
項
に
違
反
し
た
と
判
示
し
(
-
四

ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
は
、
条
約
第
じ
三
条
二
項
に
違
反
し
な
か
っ
た
と
判
示
し
（
全
員
一
致
）
、

ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
は
、
条
約
第
七
三
条
三
項
に
違
反
し
な
か
っ
た
と
判
示
し
（
二

0
対
三
）
、

ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
は
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
G
号
の
抑
留
お
よ
び
拿
捕
な
ら
び
に
同
船
お
よ
び
そ
の
貨
物
に
対
す
る
そ
の
後
の
措
置
に
つ
い
て
旗
匡
と
し

て
の
パ
ナ
マ
に
通
報
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
条
約
第
じ
三
条
四
項
の
要
件
に
違
反
し
た
と
判
示
し
（
全
員
一
致
）
、

1
0
条
お
よ
び
第
ニ
二
四
条
の
諸
原
則
に
違
反
し
な
か
っ
た
と
判
示
し
（
全
員
一
致
）
、

ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
は
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
G
号
へ
の
乗
船
お
よ
び
同
船
を
港
に
引
致
す
る
際
に
傷
害
ま
た
は
人
名
を
危
険
に
さ
ら
す
過
度
の
実
力
を
行

（阪大法学） 66 (5-132) 1004 [2017. l] 
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E
E
N
に
お
け
る
漁
船
へ
の
燃
料
補
給
は

え
る
（
第
五
六
条
一
項

海
洋
法
条
約
は
、

E
E
N
に
お
け
る
「
天
然
資
源

⑳ ⑲ ⑱ 

E
E
N
に
お
け
る
燃
料
補
給

、'

検
討

ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
は
条
約
第
二
二
五
条
に
違
反
し
な
か
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
本
件
に
は

S
U
A
条
約
は
適
用
可
能
で
は
な
い
こ
と
を
判
示
し
（
全
員

ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
が
提
起
し
た
反
訴
に
は
根
拠
が
な
い
と
判
示
し
（
全
員
一
致
）
、

軽
油
の
没
収
に
つ
い
て
パ
ナ
マ
に
三
八
八
、
五
0
六
米
ド
ル
お
よ
び
利
息
の
金
銭
賠
償
を
命
ず
る
こ
と
を
決
定
し
(
-
四
対
九
）
、

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
G
号
の
修
理
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
パ
ナ
マ
に
一
四
六
、

0
八
0
米
ド
ル
お
よ
び
杓
息
の
金
銭
賠
償
を
命
す
る
こ
と
を
決
定
し

（
一
三
対
一

0
)
、

⑰ ⑯ ⑮ ⑭ 

逸
失
利
益
に
つ
い
て
パ
ナ
マ
に
金
銭
賠
償
を
命
じ
な
い
こ
と
を
決
定
し
(
-
八
対
五
）
、

そ
の
他
の
請
求
に
つ
い
て
パ
ナ
マ
に
金
銭
賠
償
を
命
じ
な
い
こ
と
を
決
定
し
（
全
員
一
致
）
、

各
当
事
者
が
自
ら
の
訴
訟
費
用
を
負
担
す
べ
き
こ
と
を
決
定
す
る
（
全
員
一
致
）
。

の
探
査
、
閲
怜
、
保
存
及
び
管
理
」
に
つ
い
て
沿
岸
匡
に
「
主
権
的
権
利
」
を
、
「
人
工
島
、

旅
設
及
び
構
築
物
の
設
置
及
び
利
用
」
、
「
海
洋
の
科
学
的
調
査
」
な
ら
び
に
「
海
洋
環
境
の
保
護
及
び
保
全
」
に
つ
い
て
沿
岸
国
に
「
管
轄
権
」
を
与

一
方
、
「
第
八
七
条
に
定
め
る
航
行
及
び
上
空
飛
行
の
自
由
並
び
に
海
底
電
線
及
び
海
底
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
敷
設
の
自
由
並

び
に
こ
れ
ら
の
自
由
に
関
連
し
及
び
こ
の
条
約
の
そ
の
他
の
規
定
と
両
立
す
る
そ
の
他
の
匡
際
的
に
適
法
な
海
洋
の
利
用
」
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の

国
の
自
由
を
認
め
て
い
る
（
第
五
八
条
一
項
）
。
し
か
し
、

E
E
N
に
お
け
る
船
舶
へ
の
燃
料
補
給
（
ハ
ン
カ
リ
ン
グ
）
が
第
五
六
条
一
項
に
該
当
す

る
事
項
な
の
か
、
第
五
八
条
一
項
に
該
当
す
る
事
項
な
の
か
に
つ
い
て
、
海
洋
法
条
約
は
明
示
的
に
は
何
も
定
め
て
い
な
い
。

一
九
九
九
年
の
サ
イ
ガ
号
事
件
（
第
二
）
で
も
問
題
と
な
っ
た
が
、
同
事
件
で
は
、
取
締
り
の
根
拠
法

一致）

使
し
な
か
っ
た
と
判
示
し
（
全
員
一
致
）
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令
が
漁
業
関
連
法
令
で
は
な
く
、
燃
料
の
輸
入
・
輸
送
等
を
規
刷
す
る
法
律
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
国
際
法
上
の
根
拠
と
し
て
は
、
海
洋
法
条
約
第

五
六
条
で
は
な
く
、
「
排
他
的
経
済
水
域
で
行
わ
れ
る
無
許
可
の
経
済
活
動
で
あ
っ
て
国
家
の
公
益
に
実
質
的
な
影
響
を
与
え
る
も
の
に
対
し
自
ら
を

保
全
す
る
固
有
の
権
杓
」
あ
る
い
は
「
緊
怠
避
難
の
法
理
」
と
い
っ
た
も
の
が
援
用
さ
れ
た
た
め
、
裁
判
所
は
、
「
ギ
ニ
ア
が
排
他
的
経
済
水
域
に
お

い
て
関
税
法
令

(
c
u
s
t
o
m
s
l
a
w
s
)

を
適
用
す
る
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
る
か
」
と
い
う
問
題
の
立
て
方
を
し
た
上
で
、

E
E
N
で
は
人
工
島
、
施
設

お
よ
び
構
築
物
に
対
す
る
も
の
（
第
六
0
条
二
項
）
を
除
き
関
税
法
令
の
適
用
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
答
え
る
に
と
ど
め
、
「
排
他
的
経
済
水
域
に

お
け
る
燃
料
補
給
に
関
す
る
沿
岸
匡
お
よ
び
他
の
匡
の
権
杓
と
い
う
よ
り
一
般
的
な
問
題
」
に
つ
い
て
は
判
断
を
回
避
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
「
ギ

ニ
ア
沖
合
を
含
む
西
ア
フ
リ
カ
沿
岸
水
域
で
は
、
サ
イ
ガ
号
の
よ
う
な
給
油
タ
ン
カ
ー
が
匡
外
か
ら
軽
油
を
運
搬
し
、
洋
上
で
そ
れ
を
漁
船
に
積
み
替

え
て
沿
岸
国
に
密
輸
を
行
う
と
い
う
取
引
が
横
行
」
し
て
お
り
、
二
こ
の
よ
う
な
〕
背
景
か
ら
見
て
、
ギ
ニ
ア
は
排
他
的
経
済
水
域
に
お
い
て
沿
岸
国

に
与
え
ら
れ
る
権
杓
の
内
容
を
強
化
し
よ
う
と
い
う
意
図
で
洋
上
補
給
の
取
締
り
を
行
っ
た
と
い
う
よ
り
、
軽
油
の
密
輸
取
締
り
の
一
環
と
し
て
洋
上

補
給
に
つ
い
て
の
取
締
り
を
行
っ
た
」
、
つ
ま
り
「
本
件
で
の
洋
上
補
給
の
取
締
り
は
、
む
し
ろ
接
続
水
域
の
制
度
の
も
と
で
行
わ
れ
る
べ
き
取
締
り

が
、
接
続
水
域
の
範
囲
を
超
え
て
行
わ
れ
た
」
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
と
も
指
撞
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
ヴ
ァ
ー
シ
ニ
ア
G
号
事
件
判
決
は
、

E
E
N
に
お
け
る
漁
船
へ
の
燃
料
補
給
が
海
洋
法
条
約
第
五
六
条
で
沿
岸
国
に
付
与
さ
れ
た
権

限
の
範
囲
内
に
入
る
事
項
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
肯
定
し
た
最
初
の
匡
際
判
例
で
あ
る
（
判
旨
4
)
。
判
決
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
（
第
ニ
―

八
項
）
、

E
E
N
に
お
け
る
漁
船
へ
の
燃
料
補
給
を
規
訓
す
る
法
令
を
制
定
す
る
沿
岸
国
は
多
く
、
そ
れ
に
対
す
る
明
確
な
反
対
も
見
ら
れ
な
い
。
本

件
に
お
い
て
も
、
こ
の
点
に
関
す
る
裁
判
所
の
判
断
に
否
定
的
な
意
見
を
述
べ
た
裁
判
官
は
お
ら
ず
、
む
し
ろ
、
「
国
際
海
洋
法
の
発
展
に
対
す
る
重

要
な
貢
献
で
あ
る
」
と
か
、
「
正
し
い
方
間
へ
の
重
要
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
」
な
と
と
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。

本
判
決
の
判
例
と
し
て
の
射
程
に
つ
い
て
は
、
次
の
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
一
に
、
本
判
決
に
よ
れ
ば
、
沿
岸
国
が

E
E
N
に
お
け
る
漁
船
へ
の
燃
料
補
給
を
規
刷
で
き
る
根
拠
は
、
「
漁
業
と
直
接
の
関
連
」
を
有
す
る
活

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

動
を
規
制
す
る
沿
岸
匡
の
権
限
（
第
六
二
条
と
合
わ
せ
読
ん
だ
第
五
六
条
一
項
に
基
づ
く
権
限
）
で
あ
り
、

E
E
Z
で
漁
業
を
行
う
漁
船
に
対
す
る
燃

料
補
給
の
規
制
が
認
め
ら
れ
た
に
と
と
ま
る
。
判
決
が
第
二
二
三
項
で
述
べ
る
よ
う
に
、
「
そ
の
他
の
燃
料
補
給
活
動

(
o
t
h
e
r
b
u
n
k
e
r
i
n
g
 activi ,
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ties)
」
、
つ
ま
り
E
E
Z
内
で
漁
業
以
外
の
活
動
を
行
う
船
舶
へ
の
燃
料
補
給
に
つ
い
て
は
、
「
条
約
に
従
い
別
の
判
断
が
な
さ
れ
な
い
限
り

(
u
n
l
e
s
s

o
t
h
e
r
w
i
s
e
 d
e
t
e
r
m
m
e
d
 in 
a
c
c
o
r
d
a
n
c
e
 w
i
t
h
 t
h
e
 C
o
n
v
e
n
t
i
o
n
)
」
、
沿
出
芋
国
は
規
刷
権
限
を
有
し
な
い
。
例
え
ば

E
E
Z
を
単
に
通
航
中
の
船
舶

に
対
す
る
燃
料
補
給
に
つ
い
て
、
沿
岸
匡
は
原
則
と
し
て
規
制
権
限
を
有
し
な
い
。
た
だ
し
、
判
決
は
「
条
約
に
従
い
別
の
判
断
が
な
さ
れ
な
い
限

り
」
と
い
う
た
だ
し
書
き
を
付
け
て
お
り
、
ま
た
、
判
決
が
第
ニ
二
四
項
で
明
確
に
判
断
を
回
避
し
て
い
る
通
り
、

E
E
N
で
漁
業
以
外
の
活
動
を
行

う
船
舶
に
対
す
る
燃
料
補
給
で
あ
っ
て
も
、
例
え
ば
海
洋
環
境
の
保
護
に
関
す
る
管
轄
権
を
根
拠
に
沿
岸
国
が
規
訓
を
行
え
る
可
能
性
は
排
除
さ
れ
て

第
二
に
、
燃
料
補
給
の
許
可
手
続
に
係
る
手
数
料
の
賦
課
に
関
連
し
て
、
判
決
は
、
許
可
手
続
に
係
る
役
務
の
対
価
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
合
法
で

あ
り
、
財
政
的
利
益
に
基
づ
き
課
さ
れ
る
租
税
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
、

E
E
N
へ
の
関
税
法
令
適
用
の
拡
張

は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
サ
イ
ガ
号
事
件
（
第
二
）
判
決
の
判
例
を
維
持
し
た
（
判
決
第
二
三
三
二
三
四
項
）
。
つ
ま
り
、

E
E
N
に
お
け
る
燃
料

補
給
の
規
制
が
、

E
E
N
へ
の
関
税
法
令
の
違
法
な
拡
張
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
（
サ
イ
ガ
号
事
件
）
と
、
海
洋
法
条
約
第
五
六
条
に
よ
っ
て
沿

岸
国
に
認
め
ら
れ
た
権
限
の
行
使
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
（
ヴ
ァ
ー
シ
ニ
ア
G
号
事
件
）
と
が
あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
者

が
何
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
の
か
は
必
す
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
サ
イ
ガ
号
事
件
は
、
規
刷
の
根
拠
法
令
が
漁
業
関
連
法
令
で
は
な
く
燃

料
の
輸
入
等
を
規
制
す
る
関
税
法
令
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
沿
岸
匡
ギ
ニ
ア
が
第
五
六
条
の
権
限
を
主
張
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
沿
岸
匡
に
よ
る

規
訓
行
為
が
第
五
六
条
に
よ
っ
て
沿
岸
国
に
認
め
ら
れ
た
権
限
の
範
囲
外
に
あ
る
と
結
論
し
や
す
い
事
案
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
沿
岸
国
が
漁
業
関
連

法
令
を
適
用
し
て

E
E
N
に
お
け
る
漁
船
へ
の
燃
料
補
給
を
規
刷
し
て
は
い
る
が
、
実
は
そ
の
目
的
が
燃
料
の
密
輸
の
防
土
で
あ
っ
た
り
、

E
E
N
で

の
活
動
に
租
税
を
課
す
こ
と
で
あ
っ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
は
想
定
し
得
る
。
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
サ
イ
ガ
号
事
件
の
判
例
が
妥
当
す
る
の
か
、

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
G
号
事
件
の
判
例
が
妥
当
す
る
の
か
、
そ
の
区
別
基
準
は
未
解
決
の
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

い
な
い
。
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条
約
の
諸
規
定
（
第
九
四
条
、
第
一

0
六
条
、
第

外
交
的
保
護
制
度
に
お
い
て
、
私
人
（
自
然
人
、
法
人
お
よ
び
そ
れ
ら
が
所
有
す
る
財
産
）
が
被
っ
た
損
害
に
つ
い
て
匡
が
他
匡
に
賠
償
を
請
求
で

き
る
の
は
、
そ
の
私
人
が
請
求
国
の
国
籍
を
有
す
る
場
合
で
あ
る

(
t
h
e
nationality 
of c
l
a
i
m
s
の
規
則
）
。
本
件
に
お
い
て
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア

G
号

の
旗
国
は
パ
ナ
マ
で
あ
っ
た
が
、
船
長
と
乗
組
員
の
中
に
パ
ナ
マ
国
籍
を
有
す
る
者
は
お
ら
す
、
同
船
の
傭
船
者
で
あ
り
没
収
さ
れ
た
軽
泊
の
所
有
者

で
あ
っ
た

L
o
t
u
s
杜
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
法
人
で
あ
っ
た
。
同
船
の
所
有
者
で
あ
る

P
e
n
n
Lilac
杜
の
匡
籍
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
っ
た
も
の
の

同
社
の
匡
籍
に
つ
い
て
、
パ
ナ
マ
は
パ
ナ
マ
で
設
立
さ
れ
た
パ
ナ
マ
法
人
だ
と
主
張
し
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
は
ス
ペ
イ
ン
に
本
拠
を
置
く
ス
ペ
イ
ン
匡
鰭

の
法
人
だ
と
主
張
し
た
が
、
裁
判
所
は
同
社
の
国
籍
に
つ
い
て
何
も
判
断
し
な
か
っ
た
、
同
船
の
運
航
に
関
わ
る
利
害
関
係
人
の
多
く
は
、
パ
ナ

マ
国
籍
を
有
し
な
い
自
然
人
お
よ
び
法
人
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
パ
ナ
マ
国
籍
を
有
し
て
い
な
い
そ
れ
ら
の
者
が
被
っ
た
損
害
に
つ
い
て
、
パ
ナ
マ
が
請

同
様
の
問
題
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
、
サ
イ
ガ
号
事
件
（
第
二
）
で
次
の
よ
う
な
判
断
を
示
し
た
。
裁
判
所
に
よ
れ
は
、
海
洋
法
条
約
は
「
船
舶
を

―
つ
の
ユ
ニ
ソ
ト

(a
u
m
t
)

と
し
て
」
扱
っ
て
お
り
、
「
そ
れ
ゆ
え
、
船
舶
、
同
船
上
の
す
べ
て
の
も
の
お
よ
び
同
船
の
運
航
に
関
与
し
ま
た
は
利

害
を
有
す
る
す
べ
て
の
人
は
、
旗
匡
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
―
つ
の
団
体

(
a
n
entity)

と
し
て
扱
わ
れ
る
」
。
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
船
舶
と
そ
の
上
に

あ
る
す
べ
て
の
も
の
お
よ
び
船
舶
の
運
航
に
関
与
し
ま
た
は
杓
害
を
有
す
る
す
べ
て
の
人
が
―
つ
の
ユ
ニ
ソ
ト
と
し
て
扱
わ
れ
る
根
拠
は
、
①
海
洋
法

1
0
条
三
項
、
第
一

一
条
八
項
、
第
ニ
―
じ
条
お
よ
び
第
二
九
二
条
）
が
、
船
舶
の
乗
組
員
に

対
す
る
管
轄
権
や
、
船
舶
お
よ
び
そ
の
利
害
関
係
人
が
損
失
や
損
害
を
被
っ
た
場
合
に
お
け
る
賠
償
・
補
償
請
求
権
を
、
船
舶
の
乗
組
員
や
利
害
関
係

人
の
匡
鰭
を
問
わ
す
旗
匡
に
与
え
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
②
船
舶
や
そ
の
貨
物
に
つ
い
て
多
く
の
匡
鰭
者
が
関
与
し
利
害
関
係
を
有
す
る
海
運
の
現

状
の
下
に
お
い
て
、
「
損
害
を
被
っ
た
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
籍
国
の
保
護
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
過
度
の
困
難

(
u
n
d
u
e
h
a
r
d
'
 

ship)

が
生
す
る
で
あ
ろ
う
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
サ
イ
ガ
号
事
件
は
、
船
舶
の
旗
国
は
セ
ン
ト
ビ
ン
セ
ン
ト
・
グ
レ
ナ
デ
ィ
ー
ン
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

所
有
者
は
キ
プ
ロ
ス
法
人
で
、
ス
イ
ス
法
人
に
傭
船
さ
れ
、
船
長
と
乗
組
員
は
全
員
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
、
積
荷
で
あ
る
軽
油
の
所
有
者
は
ス
イ
ス
法
人

求
を
提
起
す
る
資
格
を
有
す
る
か
否
か
が
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

1
)
請
求
の
国
籍

2

船
舶
の
保
護
と
外
交
的
保
護

（阪大法学） 66 (5-136) 1008 [2017. l] 



ヴァージニアG号事件

き
る
。

と
い
う
事
案
で
あ
っ
た
。
裁
判
所
は
、
船
舶
に
生
じ
た
損
害
、
船
舶
の
傭
船
料
、
海
に
放
出
さ
れ
た
軽
油
の
価
額
、
船
長
・
乗
組
員
の
抑
留
に
よ
っ
て

生
じ
た
費
用
、
彼
ら
の
治
療
費
、
傷
害
や
苦
痛
な
ど
に
つ
い
て
、
旗
国
で
あ
る
セ
ン
ト
ビ
ン
セ
ン
ト
・
グ
レ
ナ
デ
ィ
ー
ン
に
対
し
金
銭
賠
償
を
支
払
う

よ
う
ギ
ニ
ア
に
命
じ
た
の
で
あ
る
。

ヴ
ァ
ー
シ
ニ
ア
G
号
事
件
判
決
は
、
サ
イ
ガ
号
事
件
（
第
二
）
判
決
を
引
用
し
、
そ
れ
に
そ
の
ま
ま
依
亮
し
て
、
船
舶
所
有
者

(
P
e
n
n
Lilac
社）

お
よ
び
貨
物
（
軽
泊
）
の
所
有
者

(
L
o
t
u
s
社
）
が
被
っ
た
損
害
（
船
舶
の
修
理
費
用
と
没
収
さ
れ
た
軽
油
の
価
額
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
法
人
の
国

鰭
と
は
無
関
係
に
、
旗
匡
で
あ
る
パ
ナ
マ
に
対
し
金
銭
賠
償
を
支
払
う
よ
う
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
に
命
じ
た
。
船
舶
を
―
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
と
捉
え
、
船
舶
の

利
害
関
係
人
（
船
舶
の
所
有
者
や
備
船
者
、
貨
物
の
所
有
者
、
乗
組
員
等
）
に
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
は
匡
鰭
を
問
わ
ず
旗
匡
に
賠
償
請
求
権
を
認
め

る
考
え
方
は
、
そ
の
後
の
事
件
に
お
い
て
も
跨
襲
さ
れ
て
お
り
、
既
に
判
例
と
し
て
確
立
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
本
件
で
も
、
こ
の
問
題
に
関
す
る

裁
判
所
の
判
断
に
反
対
し
た
の
は
セ
ル
ヴ
ロ
・
コ
レ
イ
ア

(
S
四
v
u
l
o
C
o
r
r
e
i
a
)

特
任
裁
判
官
一
人
だ
け
で
あ
っ
た
。

セ
ル
ヴ
ロ
・
コ
レ
イ
ア
裁
判
官
が
判
決
を
批
判
す
る
の
は
、
次
の
三
つ
の
理
由
に
よ
る
。
第
一
に
、
例
え
ば
匡
連
匡
際
法
委
員
会
（
以
下
「
I
L

C
」
)
の
外
交
的
保
護
条
文
草
案
（
二

0
0
六
年
）
は
、
船
舶
乗
組
員
に
つ
い
て
は
そ
の
国
籍
を
問
わ
ず
船
舶
の
旗
国
に
賠
償
請
求
権
を
認
め
て
い
る

が
（
第
一
八
条
お
よ
び
そ
の
注
釈
）
、
そ
れ
以
外
の
利
害
関
係
人
に
つ
い
て
は
旗
国
に
賠
償
請
求
権
を
認
め
て
い
な
い
。
第
二
に
、
サ
イ
ガ
号
事
件
判

決
が
挙
げ
る
海
洋
法
条
約
の
諸
規
定
は
船
舶
お
よ
び
乗
組
員
に
つ
い
て
し
か
言
及
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
こ
と
は
、
同
条
約
が
「
ユ
ニ
ッ
ト
」
と
し
て
扱

っ
て
い
る
の
は
船
舶
と
乗
組
員
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
第
三
に
、
た
し
か
に
現
代
の
海
運
に
多
く
の
判
害
関
係
人
が
関
与
す
る
の
は
事
実

で
あ
る
が
、
旗
国
の
賠
償
請
求
権
は
、
利
害
関
係
人
の
国
籍
国
に
よ
る
外
交
的
保
護
権
行
使
を
排
除
し
な
い
以
上
、
旗
国
に
賠
償
請
求
権
を
認
め
て
も
、

サ
イ
ガ
号
事
件
判
決
が
言
う
「
過
度
の
困
難
」
は
除
去
さ
れ
な
い
。

こ
の
批
判
に
照
ら
し
て
サ
イ
ガ
号
事
件
（
第
二
）
判
決
そ
の
他
の
関
連
判
決
を
読
み
直
す
と
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
判
例
は
、
次
の
よ
う
に
理
解
で

ま
ず
、
セ
ル
ヴ
ロ
・
コ
レ
イ
ア
裁
判
官
に
よ
る
批
判
の
第
一
点
目
に
つ
い
て
、

I
L
C
の
外
交
的
保
護
条
文
草
案
第
一
八
条
は
、
「
船
舶
の
乗
組
員

の
匡
籍
匡
が
外
交
的
保
護
を
行
使
す
る
権
杓
は
、
匡
際
違
法
行
為
に
よ
っ
て
船
舶
に
生
じ
た
被
害
に
関
連
し
て
乗
組
員
が
被
害
を
受
け
た
場
合
に
、
匡
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る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

籍
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
乗
組
員
の
た
め
に
救
済
を
求
め
る
船
舶
の
国
籍
国
の
権
利
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
な
い
」
と
規
定
し
て
お
り
、
船
舶
の
国
籍
国

（
旗
国
）
が
国
籍
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
乗
組
員
に
つ
い
て
保
護
権
を
有
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
同
条
の
注
釈
は
、
「
船
舶
の
国
籍
国
（
旗

匡
）
は
そ
の
匡
鰭
を
有
し
て
い
な
い
船
舶
の
乗
組
員
の
た
め
に
救
済
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
立
場
に
つ
い
て
は
、
匡
家
実
行
、
判
例
お
よ
び

学
説
に
よ
る
支
持
が
あ
る
」
と
述
べ
、
そ
の
こ
と
を
明
確
に
す
る
。
船
舶
の
乗
組
員
に
つ
い
て
、
そ
の
国
籍
を
問
わ
す
船
舶
の
旗
国
が
保
護
権
を
有
す

る
根
拠
に
関
し
て
、
外
交
的
保
護
に
関
す
る

I
L
C
の
特
別
報
告
者
を
務
め
た
デ
ュ
ガ
ー
ド
(
]
o
h
n
 D
u
g
a
r
d
)
は
‘
「
[
英
国
民
の
乗
組
員
が
〕
ア
メ

リ
カ
の
船
舶
に
[
乗
組
員
と
し
て
〕
勤
め
る
間
ヽ
彼
は
合
衆
匡
に
二
時
的
な
忠
誠
を
負
ぃ
ご

w合
t
e
r
n
磨
r篇
y
邑
l
e
g
i
a
n
c
e
)
‘
そ
の
結
呆
ヽ
英
匡
政

府
の
保
護
を
朗
侍
で
き
な
く
な
る
」
と
判
示
し
た
合
衆
匡
連
邦
最
高
裁
の
ロ
ス
号
事
件
判
決
(
-
八
九

0
年
）
な
ど
を
引
用
し
つ
つ
、
乗
組
員
は
旗
匡

の
刑
事
裁
判
権
に
服
す
る
こ
と
や
、
旗
国
は
す
べ
て
の
乗
組
員
に
適
切
な
労
働
条
件
を
保
障
し
た
り
船
員
身
分
証
明
書
を
交
付
し
た
り
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
乗
組
員
は
旗
国
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
た
。
デ
ュ
ガ
ー
ド
は
、
船
舶
の
乗
客
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る

が
、
乗
組
員
に
つ
い
て
の
旗
匡
の
保
護
権
の
根
拠
が
「
一
時
的
に
旗
匡
の
管
轄
権
、
法
令
お
よ
び
忠
誠
に
服
す
る
」
と
い
う
乗
組
員
の
「
特
殊
な
地
位

(the 
u
n
i
q
u
e
 s
t
a
t
u
s
)
」
に
あ
る
以
上
、
旗
国
は
乗
客
に
つ
い
て
保
護
権
を
有
し
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
デ
ュ
ガ
ー
ド
は
、
乗
組
員
以
外
の
利
害
関

係
人
（
貨
物
の
所
有
者
等
）
の
保
護
に
つ
い
て
は
何
も
述
べ
て
い
な
い
が
、
乗
組
員
の
特
殊
性
を
強
調
す
る
右
の
よ
う
な
理
由
づ
け
か
ら
考
え
れ
ば
、

乗
組
員
以
外
の
利
害
関
係
人
に
つ
い
て
の
旗
匡
の
保
護
権
は
否
定
す
る
趣
旨
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
サ
イ
ガ
号
事
件
（
第
二
）
判
決
の
理
由
づ
け
の
仕
方
①
海
洋
法
条
約
の
諸
規
定
と
、
②
「
過
度
の
困
難
」
と
い
う
政
策
的
根
拠
を
挙

げ
る
か
ら
考
え
る
と
、
船
舶
が
「
―
つ
の
ユ
ニ
ソ
ト
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
と
い
う
判
例
の
立
場
は
、
慣
習
国
際
法
上
そ
の
よ
う
な
扱
い
が
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
海
洋
法
条
約
が
船
舶
を
「
―
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
」
と
し
て
扱
い
、
利
害
関
係
人
に
関
す
る
保
護
権
を
旗
匡
に
付
与
し
て
い

そ
こ
で
次
に
、
セ
ル
ヴ
ロ
・
コ
レ
イ
ア
裁
判
官
に
よ
る
批
判
の
第
二
点
目
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
が
問
題
に
な
る
。
同
裁
判
官
は
、
海
洋
法
条
約
に

お
い
て
乗
組
員
以
外
の
利
害
関
係
人
が
船
舶
と
い
う
「
ユ
ニ
ソ
ト
」
の
一
部
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
も
っ
と
も
は
っ
き
り
と
示
す
条
文
と
し

、
、
、
、
、
、
、
、
、

て
、
第
二
九
二
条
を
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
旗
匡
に
よ
る
速
や
か
な
釈
放
の
請
求
権
に
つ
い
て
定
め
る
同
条
は
、
船
舶
お
よ
び
乗
組
員
の
釈
放
に
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い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
船
舶
の
運
航
に
関
与
す
る
そ
れ
以
外
の
利
害
関
係
人
の
救
済
に
つ
い
て
何
も
定
め
て
い
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
船
舶
お
よ
び
乗
組
員
が
抑
留
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
際
に
損
害
を
被
る
最
大
の
利
害
関
係
人
は
、
船
舶
の
所
有
者
や
傭
船
者
な
ど
で
あ
る
。

ペ
ク

(
P
a
i
k
)

裁
判
官
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
船
舶
は
収
入
を
生
み
出
す
財
産

(
a
n
i
n
c
o
m
e
 ,
 
p
r
o
d
u
c
i
n
g
 p
r
o
p
e
r
t
y
)

て
あ
る
。
船
舶
は
そ
の
運
航

に
よ
っ
て
収
入
を
生
み
出
す
」
。
例
え
ば
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア

G
号
は
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
に
よ
っ
て
拿
捕
さ
れ
る
ま
で
、
一
月
あ
た
り
約
八
万
三
千
ユ
ー
ロ

の
収
益
を
生
み
出
し
て
い
た
と
も
指
摘
さ
れ
る
。
船
舶
が
抑
留
さ
れ
る
と
、
そ
の
間
、
船
舶
の
所
有
者
や
傭
船
者
は
船
舶
を
使
用
で
き
な
く
な
り
、
本

来
で
あ
れ
ば
得
ら
れ
る
は
す
の
多
額
の
収
往
を
構
ら
れ
な
く
な
る
。
第
二
九
二
条
は
、
主
に
そ
う
し
た
利
往
を
保
護
す
る
た
め
の
規
定
で
あ
り
、
船
舶

の
所
有
者
や
備
船
者
等
の
匡
籍
と
無
関
係
に
、
速
や
か
な
釈
放
の
請
求
権
を
旗
匡
に
与
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
第
二
九
二
条
は
、
船
舶

の
利
害
関
係
人
が
被
っ
た
損
害
に
つ
い
て
、
そ
の
国
籍
を
問
わ
す
、
旗
国
が
保
護
権
を
有
す
る
こ
と
を
示
す
条
文
で
あ
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。
同

1
0
条
三
項
や
第
一

一
条
八
項
は
、
「
船
舶
」
の
損
害
賠
償
・
損
失
補
償
請
求
権
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
の
「
船

舶
」
は
、
船
舶
そ
れ
自
体
だ
け
で
な
く
、
船
舶
に
杓
害
関
係
を
有
す
る
者
を
含
む
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
サ
イ
ガ
号
事
件
（
第
二
）
判
決
お
よ
び

こ
の
よ
う
に
、
セ
ル
ヴ
ロ
・
コ
レ
イ
ア
裁
判
官
に
よ
る
批
判
に
照
ら
し
て
判
例
を
読
み
直
す
と
、
船
舶
が
「
―
つ
の
ユ
ニ
ソ
ト
」
と
し
て
扱
わ
れ
、

船
舶
の
利
害
関
係
人
に
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
は
匡
籍
を
問
わ
ず
旗
匡
に
賠
償
請
求
権
を
認
め
る
と
い
う
判
例
の
考
え
方
は
、

に
も
見
え
る
が
、
海
洋
法
条
約
の
解
釈
と
し
て
そ
れ
な
り
の
根
拠
が
あ
る
と
も
言
え
る
。
な
お
、
サ
イ
ガ
号
事
件
（
第
二
）
判
決
が
指
撞
す
る
「
過
度

の
困
難
」
と
い
う
政
策
的
根
亮
に
つ
い
て
は
、
同
判
決
の
想
定
す
る
「
困
難
」
と
、
セ
ル
ヴ
ロ
・
コ
レ
イ
ア
裁
判
官
の
想
定
す
る
「
困
難
」
と
が
違
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
サ
イ
ガ
号
事
件
判
決
が
言
っ
て
い
る
の
は
、
船
舶
の
利
害
関
係
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
匡
鰭
匡
に
保
護
を
求
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
不
便
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
の
「
困
難
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
セ
ル
ヴ
ロ
・
コ
レ
イ
ア
裁
判
官
が
言
っ
て
い
る
の
は
、
旗
匡
の
保
護
権

と
利
害
関
係
人
の
国
籍
国
の
保
護
権
が
重
複
し
て
行
使
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
生
す
る
「
困
難
」
で
あ
る
。
判
例
の
立
場
に
立
つ
と
、
た
し
か
に
保
護
権

の
重
複
的
行
使
と
い
う
意
味
で
の
「
困
難
」
は
生
す
る
が
、
判
例
は
、
そ
の
こ
と
よ
り
も
、
旗
匡
が
一
括
し
て
保
護
で
き
る
こ
と
の
利
点
を
重
視
し
て

そ
の
後
の
判
例
の
趣
旨
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

様
に
、
第

一
見
根
拠
が
な
い
よ
う
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外
交
的
保
護
刷
度
に
お
い
て
、
請
求
国
は
、
侵
害
を
受
け
た
私
人
が
侵
害
国
の
国
内
法
上
利
用
可
能
な
救
済
手
段
を
尽
く
し
た
後
で
な
け
れ
は
外
交

的
保
護
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
匡
内
救
済
完
了
の
原
則
）
。
海
洋
法
条
約
第
二
九
五
条
も
、
「
こ
の
条
約
の
解
釈
又
は
適
用
に
関
す
る
締
約

国
間
の
紛
争
は
、
国
凶
的
な
救
済
拮
置
を
尽
く
す
こ
と
が
国
際
法
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
救
済
措
置
が
尽
く
さ
れ
た
後
で
な
け

れ
ば
こ
の
節
に
定
め
る
手
続
に
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
定
め
、
国
凶
救
済
完
了
原
則
を
確
認
し
て
い
る
。
本
件
に
お
い
て
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
は
、

船
舶
所
有
者
が
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
匡
内
法
上
杓
用
可
能
な
救
済
手
続
を
尽
く
し
て
い
な
い
と
し
て
請
求
の
受
理
可
能
性
を
争
っ
た
。

匡
内
救
済
完
了
原
則
に
は
い
く
つ
か
の
例
外
（
被
害
者
が
匡
内
救
済
を
尽
く
し
て
い
な
く
て
も
匡
鰭
匡
が
外
交
的
保
護
権
を
行
使
で
き
る
場
合
）
が

あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
例
外
の
う
ち
、
本
件
で
は
、

(
a
)

国
家
の
権
利
が
直
接
に
侵
害
さ
れ
る
場
合

(
d
i
r
e
c
t
i
n
J
u
r
y
)

の
例
外
、

(
b
)
被
害

者
と
加
害
国
と
の
間
に
管
轄
の
連
関

(
a
J
u
n
s
d
i
c
t
1
o
n
a
l
 link)

が
存
在
し
な
い
場
合
の
例
外
、

(
C
)

加
害
国
の
国
内
法
上
実
効
的
な
救
済
手
段
が
存

在
し
な
い
場
合
の
例
外
、
と
い
う
三
つ
の
例
外
が
主
張
さ
れ
た
。
前
述
の
外
交
的
保
護
条
文
草
案
に
お
い
て
も
、

(
a
)

は
第
一
四
条
三
項
で
、

(
b
)

は
第
一
五
条

c
号
で
、

(
C
)

は
第
一
五
条

a
号
で
、
そ
れ
そ
れ
国
内
救
済
完
了
原
則
の
例
外
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

本
件
と
同
様
の
抗
弁
が
提
起
さ
れ
た
サ
イ
ガ
号
事
件
（
第
二
）
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
①
原
告
セ
ン
ト
ビ
ン
セ
ン
ト
・
グ
レ
ナ
デ
ィ
ー
ン
が
違
反

さ
れ
た
と
主
張
す
る
権
利
が
「
外
匡
人
に
与
え
ら
れ
る
待
遇
に
関
す
る
匡
際
的
義
務
の
違
反
」
で
は
な
く
、
「
す
べ
て
、
セ
ン
ト
ビ
ン
セ
ン
ト
・
グ
レ

ナ
デ
ィ
ー
ン
の
権
利
の
直
接
の
侵
害

(
d
i
r
e
c
t
violations)

で
あ
る
」
こ
と

(
(
a
)

の
例
外
）
、
ま
た
、
②
仮
に
①
が
成
り
立
た
な
い
と
し
て
も
、

国
凶
救
済
完
了
原
則
が
適
用
さ
れ
る
た
め
に
は
被
害
者
と
侵
害
国
と
の
間
に
「
管
轄
の
連
関
」
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
当
事
者
は
合
意

し
て
い
る
と
こ
ろ
、
本
件
に
お
け
る
ギ
ニ
ア

E
E
N
に
お
け
る
関
税
法
令
適
用
は
海
洋
法
条
約
違
反
で
あ
る
か
ら
「
管
轄
の
連
関
が
存
在
し
な
か
っ

た
」
こ
と

(
(
b
)

の
例
外
）
を
根
拠
に
、
匡
内
救
済
完
了
原
則
の
適
用
を
排
除
し
た
。

ヴ
ァ
ー
シ
ニ
ア
G
号
事
件
判
決
は
、

(a)
の
例
外
を
適
用
し
て
国
凶
救
済
完
了
原
則
の
適
用
を
排
除
し
、

(
b
)
お
よ
び

(
C
)

の
例
外
に
つ
い
て

は
検
討
す
る
必
要
が
な
い
と
し
た
（
判
旨
3
(
3
)
）
。
本
判
決
は
、
こ
の
結
論
を
導
く
過
程
で
、
「
請
求
が
国
家
に
対
す
る
侵
害
と
個
人
に
対
す
る
侵

害
の
両
方
の
要
素
を
も
つ
場
合
に
は
、
匡
内
救
済
規
則
の
適
用
可
能
性
を
決
定
す
る
た
め
に
、
ど
ち
ら
の
要
素
が
優
越
的
で
あ
る
か

(
p
r
e
p
o
n
d
e
r
,
 

2
)
国
凶
救
済
完
了
の
原
則
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ant)

を
判
断
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
」
（
第
一
五
じ
項
）
と
述
べ
、
「
優
越
性

(
p
r
e
p
o
n
d
e
r
a
n
c
e
)
」
基
準
と
呼
は
れ
る
基
準
を
採
用
し
た
。
こ
の
基

29-

準
は
、

I
L
C
の
外
交
的
保
護
条
文
草
案
第
一
四
条
三
項
で
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。

匡
内
救
済
完
了
原
則
に
つ
い
て
判
示
し
た
主
文
五
に
対
し
て
は
、
ニ
―
名
の
裁
判
官
の
う
ち
九
名
の
裁
判
官
が
反
対
票
を
投
じ
て
お
り
、
理
由
づ
け

に
反
対
す
る
コ
ソ
ト

(Cot)

裁
判
官
お
よ
び
ケ
リ
ー

(Kelly)

裁
判
官
（
本
件
に
お
け
る
実
効
的
な
匡
内
救
済
手
段
の
存
在
が
証
明
さ
れ
て
い
な
い

と
し
て
、
国
凶
救
済
完
了
原
則
の
適
用
排
除
と
い
う
結
論
自
体
に
は
賛
成
し
た
が
、
判
決
の
理
由
づ
け
に
は
反
対
し
た
）
を
含
め
れ
は
、
こ
の
問
題
に

関
す
る
裁
判
所
の
判
断
に
は
一
―
名
の
裁
判
官
が
反
対
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
本
件
と
同
様
の
判
断
が
な
さ
れ
た
サ
イ
ガ
号
事
件
（
第
二
）

に
お
い
て
、
裁
判
所
の
判
断
に
反
対
し
た
の
は
三
名
の
裁
判
官
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
違
い
は
な
ぜ
生
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
違
い
の
原
因
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
第
一
は
、
請
求
国
の
請
求
の
仕
方
が
違
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
サ
イ
ガ
号
事
件

（
第
二
）
に
お
い
て
、
セ
ン
ト
ビ
ン
セ
ン
ト
・
グ
レ
ナ
デ
ィ
ー
ン
は
、
当
初
か
ら
、
旗
匡
と
し
て
の
同
匡
の
権
利
の
侵
害
に
つ
い
て
請
求
し
、
外
交
的

―氾

保
護
権
と
い
う
言
葉
を
一
切
使
わ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
G
号
事
件
に
お
い
て
、
パ
ナ
マ
は
、
答
弁
書
の
中
で
、
「
パ
ナ
マ
は
、

ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
に
対
し
、
外
交
的
保
護
の
枠
組
み
に
お
い
て

(
w
i
t
h
m
t
h
e
 f
r
a
m
e
w
o
r
k
 of d
i
p
l
o
m
a
t
i
c
 p
r
o
t
e
c
t
i
o
n
)

訴
え
を
起
こ
し
て
い
る
。
パ

ナ
マ
は
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
に
よ
っ
て
侵
害
を
受
け
た
と
主
張
す
る
、
そ
の
国
民
、
ヴ
ァ
ー
シ
ニ
ア
G
号
お
よ
び
同
船
上
の
す
べ
て
の
者
な
ら
び
に
同
船

の
運
航
に
関
与
し
ま
た
は
杓
害
関
係
を
有
す
る
す
べ
て
の
者
お
よ
び
団
体
の
申
立
て

(
c
a
u
s
e
)

を
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
は
っ
き
り
述
べ

て
い
た
。
少
数
意
見
を
表
明
し
た
裁
判
官
が
判
決
を
批
判
す
る
ポ
イ
ン
ト
の
一
っ
は
、
裁
判
所
が
権
限
を
逸
脱
し
て
請
求
の
性
質
を
変
更
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。

サ
イ
ガ
号
事
件
（
第
二
）
と
本
件
の
第
二
の
違
い
は
、
事
実
関
係
お
よ
び
違
反
し
た
と
主
張
さ
れ
る
規
則
が
違
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
サ

イ
ガ
号
事
件
で
主
張
さ
れ
、
実
際
に
違
反
が
認
定
さ
れ
た
規
則
は
、
海
洋
法
条
約
第
一
―

一
条
（
追
跡
権
）
や
、
拿
捕
に
際
し
て
過
度
の
実
力
行
使
を

禁
ず
る
一
般
国
際
法
上
の
規
則
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
本
件
で
主
張
さ
れ
、
違
反
が
認
定
さ
れ
た
規
則
は
、
主
と
し
て
同
条
約
第
七
三
条
一

項
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
違
い
か
ら
、
ホ
フ
マ
ン
次
長
ら
六
裁
判
官
の
共
同
反
対
意
見
や
コ
ソ
ト
裁
判
官
お
よ
び
ケ
リ
ー
裁
判
官
の
共
同
個
別
意
見
は
、

本
件
が
サ
イ
ガ
号
事
件
と
は
区
別
さ
れ

(distinguishable)
、
サ
イ
ガ
号
事
件
の
判
例
は
本
件
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
述
べ
た
。
そ
の
趣
旨
は
必
ず
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し
も
明
ら
か
で
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
、
サ
イ
ガ
号
事
件
で
違
反
が
主
張
さ
れ
た
規
則
は
、
自
国
籍
の
船
舶
を
他
国
の

E
E
N
凶
で
航
行
さ

せ
る
旗
国
の
権
利
で
あ
り
、
そ
の
侵
害
を
国
家
に
対
す
る
直
接
の
侵
害
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
に
対
し
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
た
損
害
は
、
私
人

が
そ
の
所
有
す
る
財
産
に
つ
い
て
被
っ
た
物
質
的
損
害
（
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
G
号
の
修
理
費
用
と
没
収
さ
れ
た
軽
油
の
価
額
）
に
ほ
か
な
ら
す
、
こ
れ
に

よ
り
旗
国
パ
ナ
マ
に
対
す
る
「
直
接
の
」
侵
害
が
生
じ
た
と
言
う
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

第
三
の
違
い
と
し
て
、
サ
イ
ガ
号
事
件
（
第
二
）
以
降
の
国
際
法
の
発
展
が
挙
げ
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
コ
ソ
ト
裁
判
官
と
ケ
リ
ー
裁
判
官
は
、
共
同

個
別
意
見
に
お
い
て
、
サ
イ
ガ
号
事
件
（
第
二
）
判
決
は
「
こ
の
問
題
に
関
す
る
匡
際
法
の
現
状
を
反
映
し
て
い
な
い
」
と
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
同

判
決
は
、
当
時
の

I
L
C
匡
家
責
任
条
文
草
案
第
二
二
条
（
「
匡
家
の
行
動
が
、
外
匡
人
に
付
与
さ
れ
る
待
遇
に
関
す
る
匡
際
的
義
務
に
よ
り
要
求
さ

れ
る
結
果
と
合
致
し
な
い
状
況
を
作
り
出
し
た
と
き
」
は
国
凶
救
済
が
尽
く
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
）
に
依
拠
し
た
が
、
こ
の
条
文
は

そ
の
後
削
除
さ
れ
、

I
L
C
は
二

0
0
六
年
の
外
交
的
保
護
条
文
草
案
一
四
条
三
項
で
こ
れ
と
異
な
る
立
場
を
と
っ
た
（
「
優
越
性
」
の
基
準
）
。
こ
の

基
準
に
よ
れ
ば
、
政
府
高
官
、
外
交
職
員
、
匡
有
財
産
等
に
対
す
る
侵
害
は
匡
家
に
対
す
る
侵
害
が
優
越
的
で
あ
る
事
案
で
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、
本

件
は
、
私
有
財
産
（
船
舶
と
貨
物
）
に
対
す
る
侵
害
に
つ
い
て
金
銭
賠
償
が
請
求
さ
れ
た
事
案
で
あ
り
、
先
例
に
照
ら
し
て
も
国
家
に
対
す
る
侵
害
が

優
越
的
で
あ
る
事
案
と
は
言
え
な
い
と
い
う
。

判
決
に
対
す
る
以
上
の
よ
う
な
批
判
は
、
外
交
的
保
護
権
に
関
す
る
伝
統
的
な
構
成
を
前
提
と
す
れ
ば
、
も
っ
と
も
な
批
判
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

伝
統
的
に
外
交
的
保
護
権
は
、
国
家
の
権
利
と
し
て
構
成
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
個
人
に
帰
属
す
る
権
利
を
国
家
が
代
理
行
使
す
る
と
い
う
よ
う

な
構
成
を
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
。
国
家
を
「
直
接
的
に
侵
害
す
る

(
d
i
r
e
c
t
i
n
j
u
r
y
)
」
と
か
「
間
接
的
に
侵
害
す
る

(
i
n
d
i
r
e
c
t
i
n
j
u
r
y
)
」
と
い

う
の
は
比
喩
的
で
感
覚
的
な
表
現
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
匡
家
に
帰
属
す
る
権
利
を
侵
害
す
る
点
で
は
変
わ
ら
な
い
。
「
間
接
的
な
侵
害
」
と
い
う
の

は
、
匡
民
に
対
す
る
侵
害
を
通
じ
て
匡
家
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
る
と
観
念
さ
れ
る
場
合
（
例
え
ば
在
留
外
匡
人
の
待
遇
に
関
す
る
匡
際
法
規
則
の
違
反

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
よ
う
な
古
典
的
な
外
交
的
保
護
の
事
例
）
で
あ
り
、
「
直
接
的
な
侵
害
」
と
い
う
の
は
、
国
民
に
対
す
る
侵
害
と
い
う
要
素
を
介
在
せ
す
に
国
家
の

権
利
が
侵
害
さ
れ
る
場
合
の
こ
と
を
い
う
（
例
え
は
主
権
侵
害
は
、
国
民
に
対
す
る
侵
害
と
い
う
要
素
を
一
切
介
在
せ
す
に
国
家
の
権
利
を
侵
害
す

る
）
。
他
方
、
例
え
ば
外
交
職
員
に
対
す
る
侵
害
の
事
例
は
、
外
交
職
員
も
匡
民
で
あ
る
以
上
、
匡
民
に
対
す
る
侵
害
と
い
う
要
素
（
匡
家
に
対
す
る
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ヴァージニアG号事件

3

海
洋
法
条
約
第
七
三
条
一
項
五
は
収
の
合
法
性
審
査

て
曖
昧
な
ま
ま
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
問
題
が
残
っ
て
い
る
。

間
接
的
侵
害
と
い
う
要
素
）
も
な
い
訳
で
は
な
い
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
外
交
職
員
と
い
う
国
家
機
関
に
対
す
る
侵
害
（
直
接
的
侵
害
）
の
要
素
の
方
が

「
優
越
的
」
で
あ
る
事
例
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
G
号
事
件
判
決
で
は
（
サ
イ
ガ
号
事
件
（
第
二
）
判
決
も
同
様
）
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
権
利
が
「
パ
ナ
マ
に
帰
属

す
る
権
利

(
r
i
g
h
t
s
t
h
a
t
 b
e
l
o
n
g
 t
o
 
P
a
n
a
m
a
)

で
あ
る
」
こ
と
（
権
利
の
帰
属
先
）
が
判
断
の
決
め
手
と
な
っ
て
い
る
（
判
決
第
一
五
七
項
）
。
し

か
し
、
外
交
的
保
護
訓
度
に
お
い
て
、
国
家
に
対
す
る
「
直
接
的
な
侵
害
」
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
「
間
接
的
な
侵
害
」
で
あ
る
か
、
ま
た
、
ど
ち
ら

の
要
素
が
「
優
越
的
」
で
あ
る
か
を
判
断
す
る
際
に
考
慮
さ
れ
る
の
は
、
紛
争
の
主
題
、
請
求
の
性
質
、
求
め
ら
れ
て
い
る
救
済
（
違
法
性
宣
言
判
決

を
求
め
て
い
る
の
か
、
金
銭
賠
償
を
求
め
て
い
る
の
か
）
と
い
っ
た
点
で
あ
り
、
権
利
の
帰
属
先
は
考
慮
要
因
に
な
ら
な
い
（
い
す
れ
の
場
合
も
権
利

は
あ
く
ま
で
も
国
家
に
帰
属
す
る
）
。

し
た
が
っ
て
、
判
例
の
立
場
は
、
船
舶
の
旗
匡
が
船
舶
の
判
害
関
係
人
に
つ
い
て
有
す
る
保
護
権
が
外
交
的
保
護
権
と
は
性
質
の
異
な
る
請
求
権
で

あ
る
こ
と
を
も
っ
と
明
確
に
し
な
い
限
り
、
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
よ
う
に
息
わ
れ
る
。
し
か
し
判
決
は
、
旗
匡
の
請
求
権
が
「
外
交
的
保
護

と
区
別
さ
れ
る
」
（
第
一
二
八
項
）
と
述
べ
つ
つ
、
結
局
は
外
交
的
保
護
に
関
す
る
法
を
適
用
し
て
お
り
（
判
決
第
一
五
三
項
に
お
け
る
外
交
的
保
護

条
文
草
案
の
参
照
や
、
第
一
五
七
項
に
お
け
る
「
優
越
性
」
基
準
の
適
用
な
ど
）
、
外
交
的
保
護
と
の
連
関
を
断
ち
切
れ
て
い
な
い
。
仮
に
、
旗
国
の

有
す
る
請
求
権
が
外
交
的
保
護
権
な
の
で
あ
れ
ば
（
あ
る
い
は
外
交
的
保
護
権
に
類
似
す
る
権
杓
な
の
で
あ
れ
ば
）
、
少
数
意
見
を
述
べ
た
裁
判
官
が

指
摘
す
る
よ
う
に
、
本
件
は
、
私
人
が
そ
の
私
有
財
産
（
船
舶
お
よ
び
貨
物
）
に
つ
い
て
被
っ
た
損
害
に
関
し
て
金
銭
賠
償
が
請
求
さ
れ
た
事
案
で
あ

り
、
国
内
救
済
完
了
原
則
が
適
用
さ
れ
る
典
型
的
な
事
案
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
判
例
に
つ
い
て
は
、
旗
国
の
有

す
る
保
護
権
が
と
の
よ
う
な
意
味
で
「
外
交
的
保
護
と
区
別
さ
れ
る
」
請
求
権
な
の
か
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
点
が
依
然
と
し

海
洋
法
条
約
第
七
三
条
一
項
は
、

E
E
N
に
お
け
る
生
物
資
源
の
保
存
・
管
理
等
に
関
す
る
沿
岸
匡
の
執
行
措
置
に
関
す
る
権
限
を
定
め
た
も
の
で

（阪大法学） 66 (5-143) 1015 〔2゚17●l〕
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あ
り
、
「
沿
岸
国
は
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
い
て
生
物
資
源
を
探
査
し
、
開
発
し
、
保
存
し
及
び
管
理
す
る
た
め
の
主
権
的
権
利
を
行
使
す
る
に
当

た
り
、
こ
の
条
約
に
従
っ
て
訓
定
す
る
法
令
の
遵
守
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な

(as
m
a
y
 b
e
 n
e
c
e
s
s
a
r
y
)

措
置
（
乗
船
、
検
査
、
拿
捕
及
び
司

法
上
の
手
続
を
含
む
。
）
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
沿
岸
匡
の
こ
の
権
限
は
、
同
二
項
＼
＇
四
項
に
よ
り
制
限
さ
れ
て
い
る
。
第
一

に
、
拿
揺
さ
れ
た
船
舶
お
よ
び
そ
の
乗
組
員
は
、
合
理
的
な
保
証
金
の
支
払
い
の
後
に
速
や
か
に
釈
放
さ
れ
る
（
二
項
）
。
第
二
に
、

E
E
N
に
お
け

る
漁
業
に
関
す
る
法
令
の
違
反
に
つ
い
て
沿
岸
国
が
科
す
る
刑
罰
に
は
、
関
係
国
の
別
段
の
合
意
が
な
い
限
り
拘
禁
を
含
め
て
は
な
ら
す
、
ま
た
、
そ

の
他
の
い
か
な
る
形
態
の
身
体
刑
も
含
め
て
は
な
ら
な
い
（
三
項
）
。
第
三
に
、
沿
岸
匡
は
、
外
匡
船
舶
を
拿
捕
ま
た
は
抑
留
し
た
場
合
に
は
、
と
ら

れ
た
措
置
お
よ
び
そ
の
後
科
し
た
罰
に
つ
い
て
、
適
当
な
経
路
を
通
じ
て
旗
匡
に
速
や
か
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
四
項
）
。

本
件
で
は
、
沿
岸
国
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
が
、
同
国
の
法
令
違
反
に
対
す
る
刑
罰
と
し
て
、
ヴ
ァ
ー
シ
ニ
ア
G
号
お
よ
び
そ
の
貨
物
（
軽
油
）
を
没
収
す

る
措
置
を
と
っ
た
。
こ
の
措
置
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
、
①
E
E
N
に
お
け
る
生
物
資
源
の
保
存
・
管
理
等
に
関
す
る
法
令
の
違
反
に
対
す
る
刑
罰
と

し
て
船
舶
お
よ
び
貨
物
を
没
収
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
は
、
第
七
三
条
一
項
に
違
反
し
な
い
、
②
し
か
し
、
本
件
の
事
実
関
係
に
お
い
て
は
、
ヴ
ァ
ー
ジ

ニ
ア
G
号
お
よ
び
そ
の
積
荷
（
軽
泊
）
の
没
収
が
「
こ
の
条
約
に
従
っ
て
訓
定
す
る
法
令
の
遵
守
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
」
だ
っ
た
と
は
言

え
ず
、
没
収
は
第
じ
三
条
一
項
に
違
反
す
る
、
と
判
示
し
た
（
判
旨
4
)
。

こ
の
判
断
の
う
ち
、
ま
す
①
の
一
般
論
に
つ
い
て
は
、
第
二
九
二
条
に
基
づ
き
船
舶
・
乗
組
員
の
速
や
か
な
釈
放
が
請
求
さ
れ
た
二

0
0
七
年
の
富

丸
事
件
に
お
い
て
、
船
舶
の
没
収
は
、
船
舶
所
有
者
が
抑
留
国
の
国
内
法
上
の
救
済
手
続
に
訴
え
る
こ
と
を
妨
害
し
た
り
、
旗
国
が
海
洋
法
条
約
に
基

づ
い
て
速
や
か
な
釈
放
を
請
求
す
る
手
続
に
訴
え
る
こ
と
を
妨
害
し
た
り
、
ま
た
は
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
・
オ
ブ
・
ロ
ー
の
国
際
的
基
準
に
反
す
る
形

で
行
っ
て
は
な
ら
な
い
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
、
速
や
か
な
釈
放
手
続
の
目
的
を
失
わ
せ
る

(
r
e
n
d
e
r
i
n
g
t
h
e
 p
r
o
c
e
d
u
r
e
 for 
its 
p
r
o
m
p
t
 

r
e
l
e
a
s
e
 w
i
t
h
o
u
t
 object)

と
の
判
断
が
示
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
判
断
は
、
あ
く
ま
で
も
「
釈
放
の
問
題
の
み
を
扱
う
」
も
の
と
さ

れ
る
第
二
九
二
条
手
続
に
お
け
る
判
断
で
あ
り
、
船
舶
お
よ
び
貨
物
の
没
収
が
第
じ
三
条
と
両
立
す
る
と
い
う
判
断
は
、
ヴ
ァ
ー
シ
ニ
ア
G
号
事
件
判

決
に
よ
っ
て
は
し
め
て
示
さ
れ
た
。
本
判
決
に
よ
れ
ば
、
第
じ
三
条
は
、

E
E
N
に
お
け
る
生
物
資
源
の
保
存
・
管
理
等
に
関
す
る
法
令
の
違
反
に
つ

い
て
多
く
の
沿
岸
匡
が
船
舶
の
没
収
を
定
め
て
い
る
慣
行
に
照
ら
し
て
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
ら
ず
、
船
舶
お
よ
び
貨
物
の
没
収
と
い
う
措
置
そ
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ヴァージニアG号事件

る
。
こ
の
構
造
か
ら
考
え
て

が
あ
る
。

す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
）
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

れ
自
体
は
第
じ
三
条
一
項
に
違
反
し
な
い
。
海
洋
環
境
の
汚
染
の
防
土
等
に
関
す
る
国
内
法
令
の
適
用
に
当
た
っ
て
「
金
銭
罰
の
み
を
科
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
定
め
る
第
二
三

0
条
と
異
な
り
、
第
じ
三
条
は
刑
罰
と
し
て
の
船
舶
・
貨
物
の
没
収
が
許
さ
れ
る
と
も
許
さ
れ
な
い
と
も
言
っ
て
い
な
い

が
、
本
判
決
は
、
第
七
三
条
に
基
づ
き
船
舶
・
貨
物
を
没
収
す
る
こ
と
が
同
条
に
違
反
し
な
い
（
た
だ
し
個
別
の
事
案
に
よ
っ
て
は
第
七
三
条
に
違
反

次
に
②
は
、
少
数
意
見
を
表
明
し
た
裁
判
官
か
ら
の
批
判
が
集
中
し
た
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
主
文
八
に
対
し
て
は
九
名
の
裁
判

官
が
反
対
票
を
投
じ
た
。
判
決
は
、
本
件
に
お
い
て
は
「
酌
量
す
べ
き
情
状
」
が
存
在
し
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
具
体
的
に
は
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
G
号
が

E
E
N
に
お
け
る
燃
料
補
給
に
つ
い
て
書
面
に
よ
る
許
可
を
得
て
い
な
か
っ
た
の
は
、
法
令
の
故
意
の
違
反
と
い
う
よ
り
も
、
補
給
を
受
け
る
漁
船
側

の
代
理
人
と

F
l
S
C
A
P
と
の
間
の
や
り
取
り
の
中
で
生
じ
た
誤
解
に
基
づ
く
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
本
件
に
お
い
て
船
舶
お
よ
び
貨
物
の

没
収
が
「
必
要
な
」
措
置
だ
っ
た
と
は
言
え
な
い
と
判
断
し
た
。

沿
岸
匡
が
第
七
三
条
一
項
に
基
づ
き
と
っ
た
措
置
が
「
必
要
な
」
措
置
で
あ
っ
た
か
と
う
か
を
判
断
す
る
際
に
裁
判
所
が
準
拠
す
べ
き
基
準
に
つ
い

て
、
少
数
意
見
を
述
べ
た
裁
判
官
ら
は
、
「
審
査
基
準

(
s
t
a
n
d
a
r
d
of r
e
v
i
e
w
)
」
と
か
「
評
価
の
余
地

(
m
a
r
g
m
of a
p
p
r
e
c
i
a
t
i
o
n
)
」
と
い
っ
た

概
念
を
使
い
な
が
ら
、
様
々
な
意
見
を
述
べ
た
。
裁
判
官
ら
の
意
見
は
、
大
き
く
分
け
る
と
、

(
.
1
)

第
七
三
条
一
項
の
「
必
要
な
措
置
」
に
関
す
る

裁
判
所
の
審
査
権
限
を
一
切
否
定
す
る
ジ
ー
ザ
ス
(
]
e
s
u
s
)

裁
判
官
に
対
し
、
（
廿
）
同
項
に
関
す
る
裁
判
所
の
広
範
な
審
査
権
限
を
認
め
る
多
数
意

見
お
よ
び
ペ
ク
裁
判
官
個
別
意
見
が
あ
り
、
歪
lll)

そ
れ
ら
の
間
の
中
間
的
な
立
場
と
し
て
、
恣
意
的
ま
た
は
明
白
な
誤
り
が
な
い
限
り
沿
岸
匡
の
判

断
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
ホ
フ
マ
ン

(
H
o
f
f
m
a
n
)

次
長
ら
六
裁
判
官
の
共
同
反
対
意
見
お
よ
び
セ
ル
ヴ
ロ
・
コ
レ
イ
ア
裁
判
官
の
反
対
意
見

ま
す
、
ジ
ー
ザ
ス
裁
判
官
に
よ
れ
ば
、
第
七
三
条
は
、

E
E
Z
沿
岸
匡
が
生
物
資
源
の
保
存
・
管
理
等
の
た
め
の
主
権
的
権
利
の
行
使
に
当
た
り
一

定
の
拮
置
を
と
れ
る
と
い
う
一
般
原
則

(
g
e
n
e
r
a
l
p
o
 he
y
)

を
一
項
が
定
め
、
こ
の
一
般
原
則
に
対
す
る
例
外
を
三
項
が
定
め
る
構
造
に
な
っ
て
い

一
項
に
は
い
か
な
る
例
外
も
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
あ
る
拮
置
の
「
必
要
性
ま
た
は
不
必
要
性
に
つ
い
て
の
裁

判
官
の
主
観
的
な
想
定

(subjective
a
s
s
u
m
p
t
i
o
n
)
」
に
基
づ
く
制
限
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
ジ
ー
ザ
ス
裁
判
官
は
、
裁
判
所
は
条
約
に
規
定
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一
定
の
場
合
に
、
沿
岸
国
の
持
置
の
第
七
三
条
一
項
適

さ
れ
て
い
な
い
新
た
な
例
外
を
作
り
出
し
た
に
等
し
い
と
述
べ
、
判
決
を
批
判
す
る
。
こ
の
意
見
に
よ
れ
は
、
裁
判
所
が
第
七
三
条
一
項
の
「
必
要

な
」
と
い
う
文
言
を
根
拠
に
沿
岸
国
の
条
約
違
反
を
認
定
す
る
余
地
は
ま
っ
た
く
な
い
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
極
端
な
意
見
を
述
べ
た
の
は
ジ
ー
ザ
ス
裁
判
官
だ
け
で
あ
り
、
他
の
裁
判
官
は
、
匡
際
海
洋
法
裁
判
所
そ
の
他
の
裁
判
所

（
海
洋
法
条
約
第
二
八
六
条
お
よ
び
二
八
じ
条
に
基
づ
き
管
轄
権
を
行
使
す
る
裁
判
所
）
が
、

合
性
を
審
査
で
き
る
こ
と
を
認
め
る
。

右
に
整
理
し
た
三
つ
の
立
場
の
う
ち
歪
lll)

の
立
場
を
と
っ
た
裁
判
官
ら
に
よ
れ
ば
、

E
E
Z
沿
岸
匡
は
無
制
限
の
自
由
を
有
す
る
の
で
は
な
く
、

沿
岸
匡
の
と
っ
た
措
置
が
司
法
審
査
を
免
れ
る
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
、
第
七
三
条
一
項
に
基
づ
く
執
行
措
置
の
行
使
に
つ
い
て
、
沿
岸
匡
に
は
広
範

な
m
a
r
g
m
of a
p
p
r
e
c
i
a
t
i
o
n
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
国
際
海
洋
法
裁
判
所
そ
の
他
の
裁
判
所
が
司
法
審
査
を
行
う
の
は
、
沿
岸
国
の
判
断
に

「
明
白
な
誤
り
が
あ
る

(
t
h
e
r
e
is 
m
a
n
i
f
e
s
t
 e
r
r
o
r
)
」
場
合
や
、
「
明
白
に
恣
意
的
で
あ
る

(
m
a
m
f
e
s
t
l
y
arbitrary)
」
場
合
、
ま
た
は
「
存
在
し

な
い
事
実
に
基
い
て
」
判
断
し
た
よ
う
な
場
合
に
限
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
は
、
海
洋
法
条
約
に
お
い
て
沿
岸
匡
の
「
主
権
的
」
権
杓
と

い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
（
第
五
六
条
一
項
、
第
じ
三
条
一
項
等
）
、
関
連
す
る
事
実
や
法
令
を
よ
り
適
切
に
評
価
で
き
る
立
場
に
あ
る
の
は

国
内
裁
判
所
や
当
局
で
あ
る
こ
と
、
「
合
理
性

(
r
e
a
s
o
n
a
b
l
e
n
e
s
s
)
」
が
基
準
と
な
っ
て
い
る
第
七
三
条
二
項
と
異
な
り
一
項
で
は
「
必
要
性

(
n
e
c
e
s
,
 

sity)
」
が
基
準
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
「
必
要
性
」
は
、
「
合
理
性
」
や
「
均
衡
性

(proportionality)
」
の
基
準
と
は
異
な
る
こ
と
）
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
た
。
そ
し
て
、
以
上
の
こ
と
を
本
件
に
つ
い
て
当
て
は
め
る
と
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
の
匡
内
当
局
の
判
断
は
、
「
明
白
な
誤
り
が
あ
る
」
と
か
「
明

白
に
恣
意
的
で
あ
る
」
場
合
に
は
当
た
ら
な
い
と
い
う
。
広
大
な
E
E
Z
を
常
時
監
視
す
る
こ
と
は
、
と
り
わ
け
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
の
よ
う
な
途
上
国
に

は
困
難
な
こ
と
で
あ
り
、
一
般
予
防
の
た
め
の
措
置
と
し
て
船
舶
や
貨
物
の
没
収
が
「
必
要
な
措
置
」
で
は
な
い
と
は
言
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

他
方
、
ペ
ク
裁
判
官
は
、
判
決
を
支
持
す
る
立
場
か
ら
、
次
の
よ
う
な
意
見
を
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
七
三
条
一
項
の
「
必
要
な
措
置
」
で
あ
る

か
ど
う
か
を
審
査
す
る
際
に
裁
判
所
が
適
用
す
べ
き
審
査
基
準
は
、

d
e
)
[
o
g
r
e
v
i
e
w
 
(
す
べ
て
の
法
的
・
事
実
的
問
題
を
改
め
て
審
査
）
よ
り
は
緩

や
か
で
あ
り
、

deferential
r
e
v
i
e
w
 
(
恣
意
的
ま
た
は
明
白
に
不
合
理
で
な
い
限
り
国
内
当
局
の
判
断
を
尊
重
）
よ
り
は
厳
格
な
基
準
で
あ
る
。
海

洋
法
条
約
は
、
す
べ
て
の
匡
に
適
用
さ
れ
る
海
洋
の
法
秩
序
を
確
立
す
る
た
め
に
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
（
条
約
前
文
）
、
条
約
規
定
の
統
一
的
な
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解
釈
・
適
用
が
不
可
欠
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
所
は
「
か
な
り
高
い
審
査
基
準

(a
fairly 
h
i
g
h
 s
t
a
n
d
a
r
d
)
」
を
適
用
す
べ
き
で
あ

る
。
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
の
と
っ
た
持
置
が
「
必
要
な
拮
置
」
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
際
に
は
、
①
「
同
様
に
実
効
的
で
あ
る
が
よ
り
煩
雑
で
は

な
い

(
e
q
u
a
l
l
y
effective 
a
n
d
 less 
o
n
e
r
o
u
s
)
」
他
の
措
置
の
判
用
可
能
性
、
②
没
収
措
置
に
よ
っ
て
達
成
し
よ
う
と
し
た
目
的
の
重
要
性
、
③
と

っ
た
拮
置
が
パ
ナ
マ
の
権
利
に
与
え
る
影
響
、
①
没
収
措
置
が
と
ら
れ
た
状
況
と
態
様
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
を
総
合
的
に
衡

最
す
る
と
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
の
と
っ
た
没
収
拮
置
が
「
必
要
な
持
置
」
だ
っ
た
と
は
言
え
な
い
、
と
い
う
の
が
ペ
ク
裁
判
官
の
意
見
で
あ
る
（
そ
の
理

由
と
し
て
、
措
置
に
よ
っ
て
達
成
し
よ
う
と
し
た
目
的
は
重
要
で
は
あ
る
が
、
没
収
措
置
が
不
可
欠
と
ま
で
は
言
え
な
い
こ
と
、
燃
料
補
給
を
行
う
場

所
や
日
時
な
ど
は
通
告
し
て
い
た
こ
と
、
補
給
を
受
け
た
漁
船
二
隻
は
罰
金
を
科
さ
れ
た
だ
け
で
速
や
か
に
釈
放
さ
れ
た
こ
と
、
没
収
の
決
定
は
結
局

こ
の
よ
う
に
、
海
洋
法
条
約
前
文
が
掲
げ
る
「
海
洋
の
法
的
秩
序
[
の
]
確
立
」
お
よ
び
そ
の
目
的
を
逹
成
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
海
洋
法
条
約
の
統
一
的
な
解
釈
・
適
用
と
い
う
点
を
重
視
す
れ
ば
、
ペ
ク
裁
判
官
の
よ
う
な
立
場
（
右
の
（
且
）
の
立
場
）
に
な
り
、

E
E
Z
沿
岸

国
が
生
物
資
源
の
保
存
・
管
理
等
に
つ
い
て
有
し
て
い
る
権
限
が
「
主
権
的
権
利
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
第
七
三
条
の
文
言
・
構
造
な
ど
を
重

視
す
れ
は
、
ホ
フ
マ
ン
次
長
ら
六
裁
判
官
の
共
同
反
対
意
見
や
セ
ル
ヴ
ロ
・
コ
レ
イ
ア
裁
判
官
反
対
意
見
の
よ
う
な
立
場
（
右
の
（
面
）
の
立
場
）
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
判
決
は
、
第
七
三
条
一
項
に
基
づ
い
て
沿
岸
匡
が
と
っ
た
措
置
に
つ
い
て
裁
判
所
が
司
法
審
査
を
行
っ
た
初
め
て
の
事
例
で

あ
る
。
海
洋
法
条
約
の
解
釈
と
し
て
は
、
ペ
ク
裁
判
官
の
よ
う
な
立
場
も
、
ホ
フ
マ
ン
次
長
ら
六
裁
判
官
の
共
同
反
対
意
見
や
セ
ル
ヴ
ロ
・
コ
レ
イ
ア

裁
判
官
反
対
意
見
の
よ
う
な
立
場
も
、
両
方
成
り
立
ち
得
る
と
思
わ
れ
る
が
、
判
決
は
、
ペ
ク
裁
判
官
と
同
様
の
立
場
を
と
る
こ
と
を
選
択
し
た
の
で

あ
る
。
な
お
、
第
七
三
条
一
項
で
は
「
合
理
性
」
で
は
な
く
「
必
要
性
」
が
基
準
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
セ
ル
ヴ
ロ
・
コ
レ
イ
ア
裁
判
官
が
指
摘
し
た

点
に
関
連
し
て
、
判
決
は
、
第
七
三
条
二
項
に
お
け
る
「
合
理
性
」
の
基
準
は
、
二
項
だ
け
で
な
く
第
七
三
条
全
体
に
適
用
さ
れ
る
と
い
う
新
し
い
判

断
を
示
し
た
（
判
決
二
七

0
項）。

「
取
消
さ
れ
た
」
こ
と
な
ど
を
挙
げ
る
）
。
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因
果
関
係
と
「
被
害
へ
の
寄
与
」

本
件
で
は
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
が
海
洋
法
条
約
第
じ
三
条
一
項
お
よ
び
同
四
項
に
違
反
し
た
と
認
定
さ
れ
た
。
こ
の
違
反
に
対
す
る
賠
償
と
し
て
、

項
違
反
に
つ
い
て
は
金
銭
賠
償
が
命
じ
ら
れ
（
主
文
一
六
お
よ
び
一
七
）
、
四
項
違
反
に
つ
い
て
は
裁
判
所
に
よ
る
違
法
性
の
宣
言
が
十
分
な
溝
足
を

構
成
す
る
と
判
示
さ
れ
た
（
判
決
四
四
じ
ー
四
四
八
項
）
。
後
者
は
、
裁
判
所
に
よ
る
違
法
性
の
宣
言
（
宣
言
的
判
決
）
が
適
切
な
満
足
を
構
成
す
る

と
い
う
確
立
し
た
国
際
判
例
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
問
題
は
な
い
。
他
方
、
前
者
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
。

責
任
を
負
う
匡
が
支
払
う
べ
き
金
銭
賠
償
の
範
囲
に
つ
い
て
、
例
え
ば

I
L
C
の
匡
家
責
任
条
文
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
責
任
を
負
う
匡
は
、
匡
際
違
法
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
被
害
に
つ
い
て
完
全
な
賠
償
を
行
う
義
務
を
負
う
」
（
第
三
一
条
一
項
）
。
匡
家
責
任
条
文
の

中
に
は
違
法
行
為
と
損
害
と
の
間
の
因
果
関
係
に
関
す
る
詳
細
な
規
定
が
存
在
し
な
い
が
、
第
三
一
条
一
項
の
中
の
「
生
じ
た

(
c
a
u
s
e
d
b
y
)
」
と
い

う
部
分
が
因
果
関
係

(
c
a
u
s
a
t
i
o
n
)

の
要
件
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
「
金
銭
賠
償
は
、
金
銭
的
に
評
価
可
能
な
い
か
な
る
損
害
を
も
含
み
、

立
証
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
逸
失
杓
往
も
含
む
」
（
第
三
六
条
二
項
）
。

本
件
に
お
け
る
「
金
銭
的
に
評
価
可
能
な
：
・
…
損
害
」
と
し
て
は
、
①
没
収
さ
れ
た
軽
泊
の
価
額
、
②
ヴ
ァ
ー
シ
ニ
ア
G
号
の
修
理
に
要
し
た
費
用
、

③
ヴ
ァ
ー
シ
ニ
ア
G
号
が
拿
揺
さ
れ
て
か
ら
釈
放
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
同
船
を
運
航
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
逸
失
利
益
な
ど
が
主
張
さ
れ
た
が
、

裁
判
所
は
、
①
と
②
に
つ
い
て
の
み
金
銭
賠
償
を
命
じ
、
③
に
つ
い
て
は
、
違
法
行
為
と
損
害
と
の
間
の
「
直
接
の
因
果
関
係

(the
d
i
r
e
c
t
 
n
e
x
u
s
,
 

u
n
 lien 
direct)
」
が
立
証
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
金
銭
賠
償
を
命
じ
な
か
っ
た
。
裁
判
所
は
そ
の
理
由
と
し
て
、

L
o
t
u
s
杜
と
の
傭
船
契
約
か
ら
生

し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
逸
失
利
益
に
つ
い
て
は
、
契
約
を
終
了
さ
せ
る
文
書
の
中
で
賠
償
請
求
権
が
放
棄
さ
れ
て
い
た
こ
と
（
判
決
四
三
じ
項
）
、

そ
れ
以
外
に
生
じ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
逸
失
利
往
に
つ
い
て
は
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
G
号
の
所
有
者
が
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
匡
内
法
に
基
づ
く
船
舶
の
速
や

か
な
釈
放
を
請
求
す
る
手
続
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
（
判
決
四
三
八
項
）
を
挙
げ
た
。

他
方
、
ア
ク
ル

(
A
k
i
)

裁
判
官
、
ジ
ー
ザ
ス
裁
判
官
、
ペ
ク
裁
判
官
お
よ
び
セ
ル
ヴ
ロ
・
コ
レ
イ
ア
特
任
裁
判
官
は
、
本
件
に
お
け
る
逸
失
利
益

の
賠
償
を
否
定
す
る
（
ま
た
は
賠
償
額
を
減
額
す
る
）
根
拠
と
し
て
、
因
果
関
係
の
不
存
在
で
は
な
く
、
「
被
害
へ
の
寄
与

(
c
o
n
t
r
i
b
u
t
i
o
n
to 
t
h
e
 

injury)
」
の
法
理
に
依
拠
す
べ
き
だ
っ
た
と
い
う
意
見
を
述
べ
た
。
因
果
関
係
を
飩
粋
な
事
実
的
因
果
関
係
と
い
う
意
味
で
捉
え
る
な
ら
ば
、
本
件

4
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に
お
い
て
ヴ
ァ
ー
シ
ニ
ア
G
号
の
没
収
と
逸
失
利
益
と
の
間
に
因
果
関
係
が
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
「
被
害
へ
の
寄
与
」
と
は
、
被

害
国
ま
た
は
被
害
者
が
損
害
（
被
害
）
発
生
に
寄
与
し
た
場
合
に
は
そ
れ
を
考
慮
し
て
賠
償
額
を
減
額
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、
例
え
は
国
家
責

任
条
文
第
三
九
条
は
、
「
賠
償
の
決
定
に
当
た
っ
て
、
被
害
匡
ま
た
は
同
匡
と
の
関
係
で
賠
償
が
請
求
さ
れ
る
人
も
し
く
は
団
体
の
故
意
ま
た
は
過
失

に
よ
る
作
為
ま
た
は
不
作
為
に
よ
る
被
害
へ
の
寄
与
が
考
慮
さ
れ
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。

判
決
は
、
ヴ
ァ
ー
シ
ニ
ア

G
号
の
没
収
と
逸
失
利
益
と
の
間
の
「
直
接
の
因
果
関
係

(the
direct n
e
x
u
s
;
 
u
n
 lien 
direct)
」
と
い
う
表
現
を
用

い
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
こ
れ
が
、
「
因
果
関
係

(causation)
」
と
い
う
言
策
に
よ
っ
て
通
常
想
定
さ
れ
る
の
と
同
じ
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
が
定

か
で
は
な
い
。
ま
た
、
判
決
が
、
「
因
果
関
係
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
通
常
想
定
さ
れ
る
の
と
同
じ
も
の
を
問
題
に
し
て
い
る
と
し
て
も
、
ク
ロ
フ

ォ
ー
ド
(
]
a
m
e
s
 C
r
a
w
f
o
r
d
)

が
指
撞
す
る
よ
う
に
、
因
果
関
係
の
問
題
は
、
事
実
的
因
果
関
係
の
検
討
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
訳
で
は
な
く
、
事
実

的
因
果
関
係
の
あ
る
損
害
の
う
ち
ど
こ
ま
で
を
賠
償
さ
せ
る
べ
き
か
と
い
う
規
範
的
判
断
を
含
む
法
的
判
断
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
そ
し
て
、
判
決
の

趣
旨
が
、
事
実
的
因
果
関
係
の
存
在
を
否
定
す
る
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
公
平
の
観
点
か
ら
賠
償
の
範
囲
を
限
定
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
れ
ば
、

判
決
は
、
結
局
は
「
被
害
へ
の
寄
与
」
の
法
理
と
同
じ
考
え
方
を
適
用
し
た
と
も
言
え
る
。

本
件
に
お
け
る
「
被
害
へ
の
寄
与
」
の
凶
容
、
あ
る
い
は
賠
償
の
範
囲
を
限
定
す
る
理
由
と
な
る
事
実
が
何
な
の
か
、
ま
た
、
そ
う
し
た
事
実
に
よ

っ
て
賠
償
の
範
囲
を
ど
こ
ま
で
限
定
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
裁
判
官
の
間
に
意
見
の
相
違
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
判
決
は
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
G
号
の
所

有
者
が
船
舶
の
速
や
か
な
釈
放
を
請
求
す
る
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
国
凶
法
上
の
手
続
を
と
ら
な
か
っ
た
事
実
を
根
拠
に
、
逸
失
利
益
の
賠
償
を
否
定
し
た

（
他
方
、
没
収
さ
れ
た
軽
油
の
価
額
と
船
舶
の
修
理
費
用
に
つ
い
て
は
金
銭
賠
償
を
認
め
た
）
。
ア
ク
ル
裁
判
官
は
、
判
決
に
基
本
的
に
賛
成
し
つ
つ
、

判
決
が
挙
げ
る
事
実
は
逸
失
杓
益
の
賠
償
を
完
全
に
否
定
す
る
理
由
に
は
な
ら
ず
、
賠
償
額
の
減
額
に
と
ど
め
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
。
た
し

か
に
船
舶
所
有
者
が
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
匡
内
法
に
基
づ
い
て
船
舶
の
速
や
か
な
釈
放
を
求
め
な
か
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
同
匡
の
匡
内
法
に
は
、

船
舶
没
収
の
決
定
を
争
い
ま
た
は
船
舶
の
釈
放
を
求
め
る
複
数
の
手
続
が
存
在
し
て
お
り
、
船
舶
所
有
者
は
そ
れ
ら
複
数
の
手
続
に
訴
え
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。

ペ
ク
裁
判
官
は
、
ア
ク
ル
裁
判
官
と
同
様
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
G
号
の
所
有
者
が
船
舶
の
速
や
か
な
釈
放
以
外
の
い
く
つ
か
の
手
続
に
訴
え
て
い
た
事
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判例研究

実
を
指
撞
す
る
。
同
裁
判
官
は
さ
ら
に
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
国
凶
法
上
、
船
舶
が
没
収
さ
れ
所
有
権
が
移
転
し
た
後
に
は
速
や
か
な
釈
放
手
続
は
利
用
で

き
な
い
の
で
あ
り
、
「

M
¥＜
ヴ
ァ
ー
シ
ニ
ア
G
号
の
所
有
者
が
速
や
か
な
釈
放
の
手
続
を
利
用
し
な
か
っ
た
の
で
没
収
と
逸
失
利
益
と
の
間
に
直
接
の

因
果
関
係
が
存
在
し
な
い
、
と
言
う
こ
と
に
は
ほ
と
ん
と
意
味
が
な
い
」
と
い
う
。
同
裁
判
官
に
よ
れ
ば
、
本
件
に
お
い
て
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
な
の

は
、
む
し
ろ
、
そ
も
そ
も
ヴ
ァ
ー
シ
ニ
ア
G
号
が
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
国
凶
法
に
違
反
し
て
許
可
を
得
な
い
燃
料
補
給
に
従
事
し
て
い
た
事
実
で
あ
る
と
い

う
。
仮
に
そ
れ
に
従
事
し
て
い
な
け
れ
は
、
船
舶
と
貨
物
が
没
収
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
同
裁
判
官
に
よ
れ
は
、
こ
れ
は
少
な
く
と

も
過
失
に
よ
る
被
害
へ
の
寄
与
に
当
た
る
か
ら
、
こ
れ
を
理
由
に
賠
償
額
を
減
額
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と
論
じ
る
。

他
方
、
セ
ル
ヴ
ロ
・
コ
レ
イ
ア
特
任
裁
判
官
は
、
判
決
と
同
じ
事
実
を
根
拠
に
、
逸
失
杓
益
だ
け
で
な
く
、
没
収
さ
れ
た
軽
油
の
価
額
と
船
舶
の
修

理
費
用
に
つ
い
て
も
金
銭
賠
償
を
否
定
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る
。
所
有
者
が
船
舶
の
速
や
か
な
釈
放
に
関
す
る
手
続
に
訴
え
て
い
れ
は
ヴ
ァ
ー

ジ
ニ
ア

G
号
は
直
ち
に
釈
放
さ
れ
た
か
も
し
れ
ず
、
そ
の
場
合
に
は
積
荷
の
軽
油
は
没
収
さ
れ
な
か
っ
た
し
、
抑
留
に
よ
っ
て
同
船
に
損
傷
が
生
じ
る

こ
と
も
な
く
、
船
舶
を
運
航
で
き
な
い
こ
と
に
よ
る
逸
失
杓
往
も
生
じ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

シ
ー
ザ
ス
裁
判
官
は
、
そ
も
そ
も
ヴ
ァ
ー
シ
ニ
ア
G
号
が
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ

E
E
N
で
許
可
を
得
な
い
燃
料
補
給
に
従
事
し
て
い
な
け
れ
ば
拿
捕
も
没

収
も
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
抑
留
さ
れ
て
い
た
間
に
ヴ
ァ
ー
シ
ニ
ア
G
号
の
船
体
に
生
し
た
損
傷
は
、
船
長
が
整
備
を
怠
っ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
被
害
へ
の
寄
与
に
当
た
る
と
論
じ
て
、
船
舶
の
修
理
に
要
し
た
費
用
、
没
収
さ
れ
た
軽
油
の
価
額
、
お
よ
び
逸
失
利
往
の

す
べ
て
に
つ
い
て
金
銭
賠
償
を
否
定
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
件
に
お
け
る
金
銭
賠
償
の
範
囲
に
つ
い
て
は
様
々
な
意
見
が
あ
る
が
、
本
判
決
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
示
し
た
判
断
を
判
例
と

し
て
定
式
化
す
れ
ば
、
海
洋
法
条
約
第
七
三
条
一
項
に
基
づ
き
船
舶
が
拿
捕
・
抑
留
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
船
舶
の
所
有
者
等
が
抑
留
匡
の
匡
内
法

に
従
い
保
証
金
の
納
付
を
条
件
と
す
る
速
や
か
な
釈
放
（
第
七
三
条
二
項
）
を
求
め
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
抑
留
さ
れ
て
い
た
間
の
逸
失
杓
益
に
つ
い

て
、
旗
国
は
金
銭
賠
償
を
得
る
権
利
を
有
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
も
、
抑
留
さ
れ
て
い
た
間
に
船
舶
に

生
じ
た
損
傷
等
に
つ
い
て
は
、
旗
匡
は
金
銭
賠
償
を
得
る
権
杓
を
有
す
る
、
と
い
う
の
が
本
判
決
の
示
し
た
判
例
で
あ
る
。
た
だ
し
、
速
や
か
な
釈
放

手
続
が
利
用
可
能
な
の
に
杓
用
し
な
か
っ
た
た
め
に
抑
留
が
続
き
（
ま
た
は
船
舶
が
没
収
さ
れ
）
、
そ
の
結
果
と
し
て
損
害
が
生
じ
た
と
い
う
点
で
は
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